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コ・メディカル形態機能学会　第23回学術集会・総会のご案内

ご挨拶

　コ・メディカル形態機能学会第23回学術集会を、恐竜王国・福井の地で初めて開催できますこ
とを、心よりうれしく思っております。今回は、幅広い専門領域から実に46題ものご発表をお寄
せいただき、あらためて感謝申し上げます。分野を越えた学びや語らいを通じて、新たなつなが
りが生まれることを楽しみにしております。北陸の自然に囲まれた福井で、ゆったりと交流を深
めていただけましたら幸いです。また、この学術集会が、若手研究者の皆さんにとっても刺激と
なり、次の一歩につながるような機会になればと願っています。
　本学術集会が、皆さまにとって実り豊かで、心あたたまる時間となりますように。

コ・メディカル形態機能学会　第23回学術集会
集会長　大　島　千　佳

参加のご案内
１．開場時刻
　９月20日（土）は11：30、９月21日（日）は8：30に開場いたします。
２．演者の方へお願い
　１）	口演発表：発表は口演７分、質疑応答３分です。発表は PowerPoint プレゼンテーションに

限ります。発表用 PC（Windows）を用意します。当日、発表用の PowerPoint ファイル（.ppt
または .pptx ファイル）を USB メモリスティックでご持参ください。ファイル名は「演題
番号	発表者氏名」（例	O １- １恐竜花子）」とし、以下の時間帯に演者受付にて動作確認を
完了してください。

　　　・９月20日（土）発表の方；９月20日（土）11：30～12：30
　　　・９月21日（日）発表の方；９月20日（土）11：30～18：00、21日（日）8：30～9：30
　　　	なお、動画など特殊なソフトウェアを必要とされる場合や、Macintosh をご利用の場合は、

ご自身で PCおよび専用アダプタをご持参ください。会場に用意するケーブルコネクタの形
状はHDMI または D-sub	15ピン３列コネクタです。

　２）	ポスター発表：発表者は指定の時間にご自身のポスターの脇に待機し、質疑応答できるよ
うに御準備願います。ポスター掲示のスペースに関しては、発表者に別途お知らせいたし
ます。

　３）	発表者は各セッションの10分前までに会場へお越しください。
３．総　　会：９月20日（土）18：00～18：30　アオッサ８Ｆ	福井県県民ホール／メイン会場
４．懇 親 会：９月20日（土）19：00～20：30　アオッサ３Ｆ	バンケットルーム「ウェルアオッサ」
５．役 員 会：９月20日（土）10：00～12：00　アオッサ８Ｆ	福井県県民ホール／楽屋３
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６．その他
　１）	クローク：利用可能時間は20日（11：30～18：30）、21日（8：30～13：00）です。
　　　会場内にコインロッカー（100円）もありますので、ご利用ください。
　２）福井県立大学恐竜学部が PRブースを出展します。ぜひお立ち寄りください。
　３）福井県立恐竜博物館　（ご注意ください！　事前の予約・チケット購入が必要です）
　　　福井県立恐竜博物館（観覧券販売）https：//www.dinosaur.pref.fukui.jp/guide/ticket.html
　４）会場へのアクセス・周辺駐車場　（駐車場の参加者割引はございません）
　　　AOSSA（アクセス・駐車場）		http：//www.aossa.jp/access/
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コ ･メディカル形態機能学会第23回学術集会・総会　タイムテーブル

第１日目　［９月20日（土）］

アオッサ８階　福井県県民ホール　メイン会場

12：50～13：00 開会の挨拶	 集会長　大島　千佳

13：00～13：50 口演発表１（O1-1～ O1-5）学会奨励賞応募演題５題	 座長　角園　　恵

14：00～15：00 口演発表２（O2-1～ O2-6）学会奨励賞応募演題５題	 座長　易　　　勤

15：10～16：10 特別講演
「X線 CTスキャンを用いた恐竜の形態学的研究」	 座長　大島　千佳

アオッサ８階　福井県県民ホール　リハーサル室

16：20～16：50 示説発表（P-1～ P-20）学会奨励賞応募演題５題	
アオッサ８階　福井県県民ホール　メイン会場

17：00～17：50 口演発表３（O3-1～ O3-5）学会奨励賞応募演題５題	 座長　石田　陽子

18：00～18：30 総会

アオッサ３階　バンケットルーム　ウェルアオッサ

19：00～20：30 懇親会、奨励賞発表式

第２日目　［９月21日（日）］

アオッサ８階　福井県県民ホール　メイン会場

2024年度研究助成成果報告	 座長　榊間　春利
	 9：00～10：30 学術委員会企画

「オーラルフレイル×コ・メディカル－基礎から臨床まで－」		 座長　田中　貴士
10：40～11：30 口演発表４（O4-1～ O4-5）	 座長　加茂　敦子

11：30～12：20 口演発表５（O5-1～ O5-5）	 座長　菅野　恵美

12：20～12：30 閉会の挨拶	 事務局長　金粕　仁美
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プログラム
演題番号横の＊は、奨励賞応募演題です

第 1日目　9月 20日（土）
口演発表１　13：00～13：50� 座長：角園　恵（九州看護福祉大学）

Ｏ 1-1＊　膵神経内分泌腫瘍（PanNENs）：Cadaver 膵組織を用いた後ろ向き的研究
Ting　Yang（東京都立大学・人間健康科学研究科・FHS 学域・機能形態解析科学分野）

Ｏ 1-2＊　成長期ラットへの免荷と荷重介入が前十字靱帯損傷に関連する骨形態へ及ぼす影響
佐伯　直朗（広島国際大学総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻）

Ｏ 1-3＊　ブタ胎仔を用いた胸管の肉眼的解剖
渡部　梨奈（東京都立大学人間健康科学研究科 FHS 学域）

Ｏ 1-4＊　ブタ胎仔の胸腰椎数の組み合わせが体幹を支配する神経の分節構成に与える影響
坂本　雅貴（東京都立大学大学院人間健康科学研究科フロンティアヘルスサイエンス学域）

Ｏ 1-5＊　支配神経の精査に基づくブタ胎仔鎖骨下筋の解剖学的考察
吉見　菜々香（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年）

口演発表2　14：00～15：00� 座長：易　勤（東京都立大学）

Ｏ 2-1＊　食肉目ネコ科の僧帽筋の形態的特徴
加瀬　遼大（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科4年）

Ｏ 2-2＊　ブタ胎仔の観察に基づく上腕筋の二重神経支配の考察
大竹　陽咲（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科4年）

Ｏ 2-3＊　ブタ胎仔標本の観察に基づく肩甲下動脈の比較解剖学的考察
尾形　愛実（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科4年）

Ｏ 2-4＊　C3、C4脊髄神経前枝の背腹の層序 - ブタ胎仔標本を用いた観察 -
佐曾利　隆之（埼玉医科大学大学院医学研究科）

Ｏ 2-5＊　カエル下肢筋の筋湿重量を測定して解剖学的特徴を考察する
齋藤　凛太郎（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年）

Ｏ 2-6�　ブタ胎仔標本　実習で探る胎児循環：静脈管の剖出と観察
小島　龍平（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科）

特別講演　15：10～16：10� 座長：大島　千佳（福井県立大学）

「X線 CTスキャンを用いた恐竜の形態学的研究」
河部　壮一郎（福井県立大学恐竜学部）
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示説発表　16：20～16：50�

Ｐ-1＊　　膝前十字靭帯損傷後の保存療法介入が感覚運動機能および機械受容器形態に及ぼす影響
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Ｐ-2＊　　軸索側枝形成機構の解明を目的とした標的神経細胞培養法とエクソソーム抽出法の確立
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Ｐ-3＊　　地域在住高齢者における嗅覚機能と摂食嚥下機能の関連
丹羽　昭乃（福井大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程）

Ｐ-4＊　　統合失調症における双生児の遺伝的要因と環境要因の関連：文献検討研究
水谷　心（福井県立大学看護福祉学部看護学科）

Ｐ-5＊　　ICU 入室患者におけるアイケアの文献レビュー
三沢　萌伽（静岡県立大学看護学部）

Ｐ-6　　 頸部・肩部温罨法による肩こり症状の心理・生理的改善効果の検討
神谷　美香（修文大学看護学部看護学科）

Ｐ-7　　 入浴における脳血流量と心機能（収縮能・拡張能）の解析
清水　結菜（四国大学看護学部４年生）
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山口　豪（四国大学看護学部解剖生理学研究室）

Ｐ-10　　マウスの皮膚切開創における上皮化後の張力の影響―ギャップ結合の動態に着目して―
針生　莉緒（日本医科大学千葉北総病院）

Ｐ-11　　ヒト胎盤幹細胞に対する加熱式タバコ煙抽出液の影響
水谷　哲也（福井県立大学看護福祉学部）

Ｐ-12　　乳がん術後リンパ浮腫における細胞外水分比（％ ECW）とMRI 所見の関連性
丹羽　史織（名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護科学）

Ｐ-13　　リンパ管新生因子とその受容体の発現量はヒラメ筋と足底筋で異なる
田村　悠磨（大分大学大学院医学系研究科理学療法研究領域）

Ｐ-14　　健常女性の生理的下肢浮腫による皮膚表面構造の変化
天野　水月（静岡赤十字病院）

Ｐ-15　　生理的浮腫に特異的な皮膚ガス成分の探索：ガスクロマトグラフ質量分析法を用いて
山川　晃史（元名古屋大学医学部保健学科看護学専攻）

Ｐ-16　　機能的検査による現代日本人の長掌筋欠如率
浅見　知市郎（群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科）

Ｐ-17　　コ・メディカル学生教育における献体システムの理解と倫理観の涵養
森谷　正之（森ノ宮医療大学総合リハビリテーション学部）
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Ｐ-18　　高校生を対象とした比較解剖学セミナー開催の試み
時田　幸之輔（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科）

Ｐ-19　　舌骨下筋群の分類の提案
夏山　裕太郎（東京医科大学人体構造学分野）

Ｐ-20　　魚類咽頭顎骨内の破骨細胞と近接する末梢神経の中枢投射について
井村　幸介（横浜市立大学医学部神経解剖学）

口演発表３　17：00～17：50� 座長：石田　陽子（山形大学）

Ｏ 3-1＊　タウリン長期投与のマウス腸内細菌叢と肝機能に対する影響
Aha　Laqi（福井県立大学看護福祉学部）

Ｏ 3-2＊　DMDに対する細胞移植前のプレコンディショニングは、移植細胞の生着率を向上させる
三木　麻有甫（京都大学 iPS 細胞研究所臨床応用研究部門）

Ｏ 3-3＊　健常大学生における大腿四頭筋の筋出力に対する物理療法の効果
関口　莉生（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年）

Ｏ 3-4＊　高齢者の生活状況および身体活動の実態と加齢に対する考え方
萩原　彩乃（浜松医科大学大学院医学系研究科看護学専攻）

Ｏ 3-5＊　非高齢・非肥満者における 2型糖尿病患者と健常者の体組成比較
　　　　　− InBody�S10 による脂肪および内臓脂肪の評価

張　慶波（名古屋大学大学院医学系研究科看護学専攻）

第２日目　９月 21日（日）
2024年度研究助成成果報告　9：00～9：30� 座長：榊間　春利（鹿児島大学）����

「熱傷治癒過程における C型レクチン受容体の機能の解明
～Dectin-1�–�CARD9 経路による熱傷ダメージの感知と治癒過程への影響～」

佐藤　佑樹（東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野）

「ラット変形性膝関節症における PRP（多血小板血漿）療法と運動療法の併用効果の検討」
柿元　翔吾（鹿児島大学大学院保健学研究科）

学術委員会企画　9：30～10：30� 座長　田中　貴士（神戸大学）���

オーラルフレイル×コ・メディカル�―�基礎から臨床まで�―
　「オーラルフレイルに対する神経筋電気刺激療法
　　（Neuromuscular�electrical�stimulation;�NMES）の可能性」

外山　慶一（大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻）

　「オーラルフレイルと栄養ケア」
本川　佳子（東京都健康長寿医療センター研究所）
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口演発表４　10：40～11：30� 座長：加茂　敦子（順天堂大学）

Ｏ 4-1　 筋の起始と停止から作用を力学的に理解する考え方について
川真田　聖一（前広島大学医学部保健学科）

Ｏ 4-2　 リスター結節の形態変異と長母指伸筋腱の走行変異が併存する例：解剖学的・機能的検討
桐林　俊彰（SBC 東京医療大学）

Ｏ 4-3　 高齢者の手指感覚感度に対する手指容積変動の効果について
村田　潤（長崎大学大学院医歯薬総合研究科）

Ｏ 4-4　 ヒトの肩は直立二足歩行に適応しているのか？−背側肩帯筋の形態比較による検討−
姉帯　沙織（埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科）

Ｏ 4-5　 下位腰神経根の形態と神経根症状の関係：腰椎椎間板ヘルニア症例での検討
姉帯　飛高（順天堂大学保健医療学部理学療法学科）

口演発表５　11：30～12：20� 座長：菅野　恵美（東北大学）

Ｏ 5-1　 位相構造からみた生体情報伝達機能
高橋　敬（大分県立看護科学大学生体科学　前教授）

Ｏ 5-2　 毛髪一本からストレス状態を可視化・理解する
平　修（福島大学・農学群・食農学類）

Ｏ 5-3　 海藻アカモクのヒトにおける腸内細菌叢改善作用
村上　茂（福井県立大学看護福祉学部）

Ｏ 5-4　 高齢者の座位行動時間と身体的フレイルとの関係
管原　清子（静岡県立大学看護学部）

Ｏ 5-5　 網膜色素変性症モデルメスラットの不妊現象を解明する
井上　千聖（中部大学臨床検査技術教育・実習センター）

－ 7－
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特別講演

「X線 CT スキャンを用いた恐竜の形態学的研究」

河部壮一郎　福井県立大学恐竜学部
	
　恐竜の研究において、X線 CTスキャンは近年不可欠なツールとなっている。化石標本は多くの
場合、貴重で切断が難しいか、岩石中に埋没しているため、従来の観察法では骨内部や岩石に覆
われた部分の構造を詳細に調べることが困難であった。非破壊かつ高分解能で内部構造を可視化
できる CT技術は、こうした制約を克服し、古生物の形態学的研究に新たな展開をもたらしている。
　本講演では、演者がこれまで行ってきた X線 CT スキャンを用いた恐竜の形態学的研究の事例
を紹介する。福井県で発見された獣脚類フクイベナートルの頭骨を CTスキャンし、脳や内耳の形
態を復元した結果、鋭い嗅覚や聴覚、高い運動能力を備えていたことが明らかになった。また、ティ
ラノサウルスの下歯槽管の解析からは、顎先における精密な感覚制御が可能であったことが示さ
れ、従来抱かれてきた「粗暴な捕食者」というイメージとは異なる一面が明らかとなった。
　さらに、草食恐竜ブラキロフォサウルスの「ミイラ」化石に関する最新の CT研究についても紹
介する。本標本は皮膚痕が広範に保存された極めて貴重なものであり、その左前肢の CTスキャン
を行った。その結果、皮膚痕に覆われていたため表面からは観察できなかった骨格構造が明らか
となった。加えて、第2～第4中手骨の癒合が認められ、仮骨形成が進行していたことから、この
個体は生前に前肢を骨折し、治癒過程にあったと考えられる。
　これらの事例を通じて、X線 CTスキャン技術が恐竜の形態学的理解および個体の生活史の復元
において、極めて有効な手段であることを論じたい。

演者略歴
2008年　　　愛媛大学理学部卒　2010年　愛媛大学大学院博士前期課程
2013年　　　東京大学大学院博士課程修了（博士（理学））
2013年　　　岐阜県博物館
2016年　　　福井県立恐竜博物館
2018年　　　福井県立大学准教授
2025年４月　福井県立大学恐竜学部教授

－ 8－
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佐藤佑樹　東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野

柿元 翔吾　鹿児島大学大学院保健学研究科

研究要旨は、本誌 p3～ p7に掲載

１．はじめに
　熱傷創の治癒遅延は敗血症などの致死的合併症の原因となるだけではなく,  入院期間延長の原因
ともなる社会的な課題である [1, 2]. 近年,  植皮術などの外科的治療の進歩により治療成績は向上し
ているが, 植皮の生着不良や死亡といった課題の解決には至っていない.  熱傷後の過剰な炎症や酸
化ストレスの誘導といった , 免疫系のアンバランスの関与が熱傷の治癒遅延や増悪に関わる可能性
が報告されているものの,  そのトリガーとなるメカニズムは明らかにされていない [3]. 熱傷では , 
ダメージ関連分子パターン (DAMPs) を多量に含む壊死組織が創部を覆うことが特徴的である
 [4]. 当分野では DAMPs の認識に関わる受容体の 1 種である Dectin-1 とその下流の CARD9 がマウ
ス全層欠損創モデルの治癒促進に関わることを明らかにしているが [5, 6], 急性創傷とは異なる
特徴を有する熱傷における Dectin-1 や CARD9 の機能は不明である.  本研究では , 熱傷治癒メカニ
ズムの解明のため , CARD9 上流の受容体である Dectin-1 の機能に注目して解析を行った .

２．対象と方法
　野生型 C57BL/6 (WT) マウス ( 日本クレア ) および Dectin-1 遺伝子欠損 (KO) マウス ( 東京理科
大  岩倉洋一郎教授より供与 ) 背部に ,  全身麻酔下にて 90℃に設定した小手先 5mm 正円のはんだ
ごて (HAKKO FX888D, 白光株式会社 ) を 10 秒間接触させ, 皮膚全層におよぶⅢ度熱傷を作成した . 
熱傷作成日を Day 0 とし , その翌日 Day 1 に壊死組織を除去し , 経時的な肉眼創閉鎖率 , 病理組織
学的解析 (HE 染色 , CD31 免疫染色 ),  熱傷部サイトカイン・増殖因子産生 (ELISA 法 ) を評価した . 
また Dectin-1 活性化阻害成分 ( 非公開 ) 100 mg/ml を熱傷創部へ連日投与し ,  その治療効果を検証
した ( 動物実験承認番号：2023 医動 -054).

３．結果
Dectin-1 遺伝子欠損による熱傷治癒促進
　熱傷治癒における Dectin-1の役割を明らかにするため,
 WT マウスと Dectin-1 KO マウスにおける治癒所見を比
較した . Day 6 における肉眼創閉鎖率 (Fig. 1a, 1b), 肉芽
組織面積 (Fig. 1c, 1d), CD31 陽性血管数 (Fig. 1e, 1f) が
Dectin-1 KO 群において有意な増加を認めた .

Figure 1. Dectin-1 KO による熱傷治癒促進
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　オーラルフレイルは、身体の衰え（フレイル）の一つで口腔機能の低下を示す。この身体的な
運動機能低下は、認知症やうつなど精神・心理面にも影響を及ぼし、閉じこもり、孤独といった
社会的側面にも繋がる危険性がある。私たちコ・メディカルは、オーラルフレイルの予防もしく
は進行を最小限にとどめるために、栄養の確保、リハビリテーション、社会参加を促進する責務
がある。本講演では、主にリハビリテーションに重きを置き、その中でもオーラルフレイルに対
する神経筋電気刺激療法（NMES）の方法と可能性について言及したい。今後、NMES がオーラル
フレイルの予防、改善への取り組みの一助になることを願っている。

演者略歴
2000年 言語聴覚士取得後
～2006年 宮崎県内のいくつかの医療機関で勤務
2006～2015年 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 霧島リハビリテーションセンター
2015年 鹿児島大学大学院保健学研究科　博士前期課程修了
2015～2020年 潤和会記念病院　
2020～2021年 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻　准教授
2022年～ 同　教授

資　　格 日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士（2009年3月～）
社会活動 日本摂食嚥下リハビリテーション学会：評議員　等
受 賞 歴 第20回総合リハビリテーション賞（論文賞）等

Dectin-1 遺伝子欠損による炎症性サイトカイン産生の低下
　熱傷では過剰な炎症性サイトカイン産生により, 周囲の健常
組織の傷害や増殖期への移行を妨げることが問題である. した
がって次に Dectin-1 遺伝子欠損による炎症性サイトカイン産生
への影響を解析した. その結果 , Day 6 において, TNF-α, IFN-γ, 
IL-1β, IL-17A 産生が Dectin-1 KO 群において有意な低下が認
められた (Fig. 2).

Dectin-1 活性化阻害成分の投与による熱傷治癒促進
　Dectin-1 が熱傷治癒遅延に関与することが示唆されたため , 
Dectin-1 活性化阻害成分の局所投与による治癒効果を WT お
よび Dectin-1 KO マウスを用いて検証した . その結果、WT へ
の阻害成分投与により, Day 5 における肉眼創閉鎖率 (Fig. 3a, 3b) および肉芽組織面積 (Fig. 3c, 3d) 
の有意な増加が認められた . 一方で , Dectin-1 KO マウスにおいては , 阻害成分投与による治癒への
影響は認められなかった.

４．考察
　Dectin-1 は熱傷治癒の遅延に関わる炎症性サイトカイン
産生の原因となり, 肉芽形成や血管新生といった熱傷治癒
において重要な過程を妨げることで , 熱傷治癒遅延に関わ
る可能性が示された . さらに Dectin-1 の活性化を阻害する
成分を局所投与することにより Dectin-1 依存的に熱傷治
癒を促進させる可能性を明らかにした ( 特許出願中 ). 
　本研究では , Dectin-1 KO により TNF-α等の炎症性サイ
トカイン産生が低下と , 熱傷治癒の促進が認められた . 
Dectin-1 はビメンチンやアネキシンといった細胞傷害によ
り放出される DAMPs を認識することで炎症を誘導する
 [7]. また , Dectin-1 の活性化により産生される TNF-αや
IFN-γ等の炎症性サイトカインは熱傷治癒を妨げることが報告されている [8, 9]. これらの報告から, 
Dectin-1 は壊死組織中の DAMPs を認識し , 炎症性サイトカイン産生を誘導することで熱傷治癒を
妨げるという, これまで不明であった熱傷後の炎症誘導のトリガーの 1 つが Dectin-1 である可能性
が示唆された .
　さらに本研究では ,  Dectin-1 の活性化阻害成分を熱傷創部に局所投与することにより,  熱傷治癒
が促進することを明らかにした. これまでの熱傷治療では, 外科的治療が中心であったが , 本研究に
より,  病態解析に基づいた新たな熱傷治療開発の可能性が見いだされた。現在 , 本研究成果の臨床
応用に向けた検討が進行中である .

Figure 2. 炎症性サイトカイン産生

Figure 3. Dectin-1 活性化阻害による治癒促進
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論文投稿中
Yuki Sato, Hiromasa Tanno et al. Defect of Dectin-1-mediated signaling leads to promoted burn wound 
healing through attenuated oxidative stress and inflammatory responses. Burns.

特許出願中
特願 2024-187119 創傷治癒促進組成物
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１．はじめに
　変形性膝関節症 ( 膝 OA) は、加齢に伴う主要な関節疾患であり、本邦における要支援者の主な原
因疾患の第一位である。近年、膝 OA 治療として、多血小板血漿 （PRP：Platelet Rich Plasma）療法
が注目されている。PRP 療法は血小板を多く含んだ自己血液製剤であり、血小板が放出する種々の
成長因子に着目した再生医療である。先行研究では、PRP が抗炎症、軟骨分解抑制などに働き、軟
骨保護や滑膜の炎症抑制、疼痛軽減に効果が期待できることが報告されている 1) 2)。また、膝 OA
に対する Walking などの適度なメカニカルストレスは、炎症性サイトカインの低下 3) や、疼痛緩
和に寄与する。しかしながら、膝 OA に対する PRP 療法と運動療法の併用効果に関してはよく分か
っていない。　　　 
　そこで本研究の目的は、膝 OA に対する PRP 療法と運動療法の併用効果について疼痛関連行動を
中心に検討し、その作用メカニズムについて中枢、末梢から解明することである。

２．対象と方法
　本研究は、7 週齢の雄性 SD ラット 49 匹を対象とした。ラットの右膝に 30µl の 0.9％生理食塩
水に 1 ㎎のモノヨード酢酸ナトリウム（MIA）を溶かして作製した MIA 溶液を 30µl 関節内投与し、
薬理的に膝 OA を発症させた。MIA 注射後、PRP 療法と運動介入を行わない変形性膝関節症群

（MIA 群、n = 15）、PRP 療法単独治療群（PRP 群、n = 14）、PRP 療法後に運動を行う群（PRP + Ex
群、n = 14）に無作為に分類した。また、対側の膝関節は生理食塩水を 30µl 注射し、Sham 群とし
て使用した。脊髄の解析では PRP 作製に用いた 6 匹の脊髄を Normal 群として使用した。
2-1. PRP 作製と投与
　ラットの後大静脈より採血後、YCELLBIO PRP KIT（Ycellbio Medical 株式会社 , 韓国）に移し、
マニュアルに従って PRP 作製を行った。PRP の血小板濃度は、全血の約５倍であった。また、PRP
は MIA 注射 2 日後に PRP 群と PRP + Ex 群に対して 30µl 関節内投与した。
2-2. トレッドミル運動
　PRP + Ex 群は、MIA 注射 4 日後から、動物用トレッドミル装置を用いて、中等度の運動強度

（12 ～ 18m/min）で、1 日 30 分、10 日間のトレッドミル運動を行った。
2-3. 疼痛評価
　機械的刺激に対する疼痛評価として、Von Frey Test を行った。測定は膝 OA 発症前、および発症
後 1、3、7、14 日目に実施し、各時点での 50％疼痛閾値を算出した。
2-4. 組織学的解析
　膝 OA 発症後 14 日目にラットを安楽死させ、膝関節および脊髄を採取した。
膝関節は形態学的評価のためにサフラニン O ファストグリーン染色し、OARSI スコアを使用して、
脛骨の軟骨変性を評価した。また、免疫組織化学染色を用いて、滑膜における疼痛関連遺伝子ペプ
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　オーラルフレイルは、身体の衰え（フレイル）の一つで口腔機能の低下を示す。この身体的な
運動機能低下は、認知症やうつなど精神・心理面にも影響を及ぼし、閉じこもり、孤独といった
社会的側面にも繋がる危険性がある。私たちコ・メディカルは、オーラルフレイルの予防もしく
は進行を最小限にとどめるために、栄養の確保、リハビリテーション、社会参加を促進する責務
がある。本講演では、主にリハビリテーションに重きを置き、その中でもオーラルフレイルに対
する神経筋電気刺激療法（NMES）の方法と可能性について言及したい。今後、NMES がオーラル
フレイルの予防、改善への取り組みの一助になることを願っている。

演者略歴
2000年 言語聴覚士取得後
～2006年 宮崎県内のいくつかの医療機関で勤務
2006～2015年 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 霧島リハビリテーションセンター
2015年 鹿児島大学大学院保健学研究科　博士前期課程修了
2015～2020年 潤和会記念病院　
2020～2021年 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻　准教授
2022年～ 同　教授

資　　格 日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士（2009年3月～）
社会活動 日本摂食嚥下リハビリテーション学会：評議員　等
受 賞 歴 第20回総合リハビリテーション賞（論文賞）等

チド（CGRP）、炎症性マクロファージ（CD16+CD32）、抗炎症性マク
ロファージ（CD163）の発現を可視化し、ImageJ ソフトウェアバー
ジョン 1.46r を使用して陽性面積比を算出した。また、WB を用いて、
滑膜における炎症性サイトカイン（TNFα）と抗炎症性サイトカイン

（Arginase-1）の蛋白発現量を調べた。
　脊髄では、免疫組織化学染色を用いて、脊髄右後角（図 1: レクセド
Ⅰ～Ⅲ層）における、ミクログリア（Iba-1）、アストロサイト（GFAP）
などのグリア細胞発現と脳由来神経栄養因子（BDNF）の陽性面積比
を算出した。
2-5. 統計解析
　統計解析は、Shapiro-Wilk 検定を用いて正規性を確認した後に、一元配置分散分析（ANOVA）
または Kruskal-Wallis 検定のいずれかを用いて解析し、Tukey 法または Dann 検定の多重比較検定
を行った。P ＜ 0.05 を統計学的に有意とし、データは平均値 ± 標準誤差（SE）で表す。すべての
データは、Graph Pad Prism 9.3.1（GraphPad Software, LCC, San Diego, CA, USA）を使用して分析
した。

３．結果
　Von Frey Test では、MIA 群において経時的に 50% 疼痛閾値
の低下を認めたが、PRP 群や PRP + Ex 群は OA 発症から 14 日
目にかけて疼痛閾値の回復を示し、14 日目時点では MIA 群と
比較して有意に閾値の改善を認めた（図 2）。
　軟骨変性評価において、MIA 群では、Sham 群と比較してサ
フラニンの染色性が低下しており、軟骨への亀裂などが観察さ
れた。PRP 群や PRP + Ex 群でも MIA 群と同程度の変性が認め
られ、OARSI スコアにおいて高値を示した（図 3A, B）。
　滑膜では、MIA 群で CGRP 発現が
増加していたが、PRP や運動併用に
より有意に発現が減少した（図 3C）。
Sham 群と比較して、CD16+CD32
は OA を誘導した 3 群で有意に増
加し、CD163 は PRP 群、PRP + Ex
群で有意に増加した（図 3D, E）。ま
た、M1 誘導の炎症性サイトカイン
TNFαは MIA 群で発現増加を認めた
が、PRP により発現が減少し、運動
併用では有意に発現が減少した。対して、M2 誘導の抗炎症性
サイトカイン Arginase-1 は、MIA 群や PRP 群と比較して PRP
 + Ex 群で有意に発現が増加していた（図 3F, G）。

図 1

図 2

図 3
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　脊髄では、免疫応答のために活性化する Iba-1
や GFAP は MIA 群で発現増加を認めたが、PRP
や運動併用により Iba-1 の発現は減少傾向を示し、
GFAP では PRP 群や PRP + Ex 群で有意な減少を
認めた（図 4A, B）。さらにこれらのグリア細胞
が発現を誘導する BDNF も PRP や運動併用によ
り有意に減少した（図 4C）。

４．考察
　疼痛メカニズムとして、TNFαなどの炎症性サイトカインにより制御される CGRP の発現増加は、
関節炎モデル動物における持続的な疼痛と関連することが報告されている 4) 5)。また疼痛に伴う
脊髄の病態生理として、脊髄後角へ投射された侵害刺激は、免疫応答に関わるミクログリアやアス
トロサイトなどのグリア細胞の活性化を引き起こし、さらに、その活性化グリア細胞が過敏性を増
強させる BDNF の産生を促すことで疼痛増強や持続に関与する 6)。
　これに対し、PRP 療法や運動療法の併用は、末梢組織である膝関節の滑膜において M2 マクロ
ファージの増加や TNFαの減少により、CGRP の放出を抑制し、疼痛緩和に働いたと示唆される。
特に PRP + Ex 群で Arginase-1 の発現が増加していたことから、PRP と運動の併用は、双方が抗炎
症性サイトカインの分泌を促進し 7) 8)、滑膜内の抗炎症性環境を形成するとともに、M2 マクロ
ファージの分化と維持に寄与したと考えられる。また、中枢では、PRP や運動によりグリア細胞の
活性化が抑制され、それに伴い、BDNF の発現も減少した。これにより脊髄後角での神経突起伸長
が抑制され、過敏性減少を通じて疼痛緩和に寄与したと考えられる。
　本研究において、PRP と運動の併用による軟骨変性の抑制は認められなかったが、疼痛緩和に働
くことが示唆され、そのメカニズムとして滑膜の炎症軽減や脊髄における痛覚伝達系の可塑的変化
が関与していることが示唆された。

５．文献
1)  Knop E, De Paula LE, et al: Platelet-rich plasma for osteoarthritis treatment. Rev Bras Reumatol.
     2016, 56(2):152‒164.
2)  Araya N, Miyatake K, et al: Intra-articular Injection of Pure Platelet-Rich Plasma Is the Most 
     Effective Treatment for Joint Pain by Modulating Synovial Inflammation and Calcitonin 
     Gene-Related Peptide Expression in a Rat Arthritis Model. Am J Sports Med. 2020, 48(8):2004‒
     2012. 
3)  Chen L, Lou Y, et al: Treadmill and wheel exercise protect against JNK/NF-κB induced 
     inflammation in experimental models of knee osteoarthritis. Biochem Biophys Res Commun. 
     2020, 523(1):117‒122.
4)  Taniguchi A, Ishikawa T, et al: Decreased calcitonin gene-related peptide expression in the 
     dorsal root ganglia of TNF-deficient mice in a monoiodoacetate-induced knee osteoarthritis 
     model. Int Clin Exp Pathol. 2015, 8(10):12967‒71. 
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外山慶一　大和大学　保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻

　オーラルフレイルは、身体の衰え（フレイル）の一つで口腔機能の低下を示す。この身体的な
運動機能低下は、認知症やうつなど精神・心理面にも影響を及ぼし、閉じこもり、孤独といった
社会的側面にも繋がる危険性がある。私たちコ・メディカルは、オーラルフレイルの予防もしく
は進行を最小限にとどめるために、栄養の確保、リハビリテーション、社会参加を促進する責務
がある。本講演では、主にリハビリテーションに重きを置き、その中でもオーラルフレイルに対
する神経筋電気刺激療法（NMES）の方法と可能性について言及したい。今後、NMES がオーラル
フレイルの予防、改善への取り組みの一助になることを願っている。

演者略歴
2000年 言語聴覚士取得後
～2006年 宮崎県内のいくつかの医療機関で勤務
2006～2015年 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 霧島リハビリテーションセンター
2015年 鹿児島大学大学院保健学研究科　博士前期課程修了
2015～2020年 潤和会記念病院　
2020～2021年 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻　准教授
2022年～ 同　教授

資　　格 日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士（2009年3月～）
社会活動 日本摂食嚥下リハビリテーション学会：評議員　等
受 賞 歴 第20回総合リハビリテーション賞（論文賞）等

5)  Takashi H, Kunikazu Tsuji, et al: Persistent synovial inflammation plays important roles in 
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8)  Xu J, Chen X, et al: Platelet-rich plasma relieves inflammation and pain by regulating M1/M2 
     macrophage polarization in knee osteoarthritis rats. Sci Rep. 2025, 15(1):12805

－ 15 －



18	 第23回学術集会・総会プログラム・抄録集	 形態・機能　第24巻第1号

学術委員会企画

オーラルフレイル�×�コ・メディカル�―�基礎から臨床まで�―

「オーラルフレイルに対する神経筋電気刺激療法

（Neuromuscular�electrical�stimulation;�NMES）の可能性」

外山慶一　大和大学　保健医療学部総合リハビリテーション学科言語聴覚学専攻

　オーラルフレイルは、身体の衰え（フレイル）の一つで口腔機能の低下を示す。この身体的な
運動機能低下は、認知症やうつなど精神・心理面にも影響を及ぼし、閉じこもり、孤独といった
社会的側面にも繋がる危険性がある。私たちコ・メディカルは、オーラルフレイルの予防もしく
は進行を最小限にとどめるために、栄養の確保、リハビリテーション、社会参加を促進する責務
がある。本講演では、主にリハビリテーションに重きを置き、その中でもオーラルフレイルに対
する神経筋電気刺激療法（NMES）の方法と可能性について言及したい。今後、NMES がオーラル
フレイルの予防、改善への取り組みの一助になることを願っている。

演者略歴
2000年	 言語聴覚士取得後
～2006年	 宮崎県内のいくつかの医療機関で勤務
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「オーラルフレイルと栄養ケア」

本川佳子　東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と精神保健研究チーム専門副部長

　我が国では高齢化の進展に伴い、健康づくりや疾病の重症化予防において栄養ケアの重要性が
増している。特に、フレイル対策として、適切な栄養状態の維持・向上が求められており、たん
ぱく質摂取量や口腔機能との関連が多くの研究で報告されている。我々の研究でも、咀嚼機能と
栄養素・食品群摂取量との有意な関連が示され、口腔機能を評価した上での栄養ケアの必要性が
明らかとなった。本シンポジウムでは、多職種連携の観点から、2024年度発表されたOral	Frailty	
5-item	Checklist を共通の視点とし、地域における栄養ケアのあり方について議論を深めたい。

演者略歴
2006年　　管理栄養士取得
2011年　　東京農業大学大学院博士課程（食品栄養学）修了博士号取得	
　　　　　 大学院修了後、急性期病院勤務を経て在宅栄養管理を行う。
2015年より東京都健康長寿医療センター研究所（現在に至る）	

その他
2020年～　東京都栄養会理事（栄養ケア・ステーション部長）
2024年～　日本栄養士会理事

主な研究テーマ
・フレイル予防を基軸とした栄養ケア
・口腔と栄養の連携　等
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抄録集

口演　題名右肩の *印は学会奨励賞応募演題です
O1-1　膵神経内分泌腫瘍（PanNENs）：Cadaver 膵組織を用いた後ろ向き的研究 *

○ Ting	Yang1）、鳥海　拓2）、渡部　莉奈1）、坂本　雅貴1）、Yidan	Dai3）、易　勤1）

１）東京都立大学・人間健康科学研究科・FHS 学域・機能形態解析科学分野
２）日本歯科大学・新潟生命歯学部・解剖学第１講座
３）東京医科大学・産科婦人科学分野

【背景と目的】膵神経内分泌腫瘍（PanNENs）は膵臓の悪性腫瘍の中で２番目に多く、約２%を占
める。剖検研究では存在率0.5～10％とされ、近年の画像診断の進歩により発見契機は増加し、非
機能性のPanNENsが全体の65.5%を占めると報告された。本研究では、高齢者献体を用い、PanNENs
の発生頻度と病理学的特徴の解明を目的とした。【対象と方法】2014～2024年に日本歯科大学（東
京・新潟）で解剖学教育に供された献体（n=85、平均年齢87.7歳）から膵臓標本を採取し、パラ
フィン包埋ブロックを作成し、HE染色で病理組織学的解析を行った。さらにクロモグラニン A、
Ki-67、インスリン、グルカゴンなど抗体を用いた免疫染色を実施した。
【結果・結論】85例のうち５例（6％）の小型（0.5～2.2	mm）、低グレードの PanNENs が認め、
全例にクロモグラニン A陽性、Ki-67陰性、３例はグルカゴ陽性であった。高齢者において無症候
性の低悪性度 PanNENs が存在する可能性が示唆され、臨床的発見は困難と考えられる。
（COI：なし）

O1-2　成長期ラットへの免荷と荷重介入が前十字靱帯損傷に関連する骨形態へ及ぼす影響 *

○佐伯　直朗1）、古川　勇瑚2）、木村　有羽1）、伊東　宥璃1）、田村　眞予1）、天堂　十羅1）

　小澤　淳也3）

１）広島国際大学	総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科	理学療法学専攻
２）広島国際大学院	医療・福祉科学研究科
３）広島国際大学	総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科	理学療法学専攻	教授

【目的】成長期の後肢免荷が、前十字靱帯（ACL）損傷の解剖学的危険因子を誘発するか検証した。
さらに、免荷中の短時間荷重の効果についても検討した。【方法】４週齢雌性ラットを計18匹使用
した。ラットを後肢懸垂する群（HS群）と、懸垂期間中に１日20分の荷重を行う群（20WB群）、
無処置の対照群（C群）に分けた（各群 n	=	6）。４週後、後肢を採取して膝屈曲90度で固定した。
X線 CT 像から三次元画像を再構成し、前捻角、膝関節の内外反角度、Blumensaat’s	 line と大腿
骨軸のなす角（α -angle）を計測した。【結果】C群と比較して、HS 群と20WB群では前捻角と	
α -angle の増加が認められた。また、C群と比較してHS群は膝関節が有意に外反したが、20WB
群は C群と同程度であった。【結論】成長期の後肢免荷は、ACL 損傷のいくつかの解剖学的危険因
子を出現させる可能性がある。また、短時間の間欠的荷重は、免荷による膝関節外反を抑える可
能性が示唆された。
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O1-3　ブタ胎仔を用いた胸管の肉眼的解剖 *

○渡部　梨奈1,2）、夏山　裕太郎3）、Ting	Yang1）、坂本　雅貴1）、Yizheng	Zhang1）、易　勤1）

１）東京都立大学大学院人間健康科学研究科 FHS 学域
２）新東京病院リハビリテーション室
３）東京医科大学人体構造学分野

　胸管は脂肪を含む乳びを運び、乳糜槽から左静脈角へ環流する主要なリンパ経路であるが、成
人でもその走行は多様であり、ヒト胎児における構造は不明な点が多い。ブタの内臓系は解剖学的・
生理学的にヒトと類似点が多いため、ブタ胎仔はヒト胎児と類似していると考える。本研究では
ブタ胎仔（n=44）を用いて胸管の走行と静脈への合流様式、乳糜槽を観察した。標本の血管は色
素入りラテックスで標識し、胸管は血液の逆流により視認可能であった。胸管の合流部位は、左
静脈角23体、左内頸静脈５体、左腕頭静脈６体であった。一方、乳糜槽は胸管の走行を尾側へ追っ
ていくにつれて細くなり、拡大鏡を用いても視認困難な例が多かったが、多くは胸腰椎移行部の
高さに位置していた。ブタ胎仔における胸管の静脈合流形式は成人のような多様性が見られたが、
乳糜槽についてはブタとヒトでは異なる可能性が示唆された。

O1-4�ブタ胎仔の胸腰椎数の組み合わせが体幹を支配する神経の分節構成に与える影響 *

◯坂本　雅貴1）2）、時田　幸之輔3）、小島　龍平3）、Ting	Yang1）、夏山　裕太郎4）、易　勤1）

１）東京都立大学大学院人間健康科学研究科フロンティアヘルスサイエンス学域
２）赤心堂病院リハビリテーション科
３）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科　
４）東京医科大学人体構造学分野

　胸腰椎移行部では椎体後壁損傷、中下位腰椎では脊椎変性病変を多く認め、ともに半数以上で
神経障害を合併していた。ブタの胸腰椎数には多様な組み合わせあるが、体幹支配神経の分節構
成に与える影響は明らかでない。本研究では、ブタ胎仔標本（９体11側）を用いて、胸腰椎の構
成と体幹支配神経の分節構成の関係を調査した。胸腰椎の組み合わせは以下の５通りであった：
①標準型（T15/L6）：７側、②胸椎が１つ増加（T16/L6）：１側、③胸椎が１つ減少（T14/L6）：
１側、④は①より胸椎が１つ減少し腰椎が１つ増加（T14/L7）：１側、⑤胸椎が１つ増加し腰椎
が１つ減少（T16/L5）：１側。①では、肋下神経は側腹筋の層間を走行し、腹直筋枝（Ra）を分
枝していた。Ra は L2まで認められ、胸腹壁に分布する神経は17本であった。②および③におい
ても Ra は L2まで観察され、それぞれ18本および16本であった。④では Ra は L3まで認めたが、
⑤では L2までであった。胸椎の増加・減少に伴い体幹の領域が拡大・減少した。腰椎数の増加例
では胸腹壁に分布する神経の本数が増加し、腰椎部の体幹の領域が拡大する傾向がある。
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O1-5　支配神経の精査に基づくブタ胎仔鎖骨下筋の解剖学的考察 *

〇吉見　菜々香1）、時田　幸之輔2）、姉帯　沙織2）、小島　龍平2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　ブタ胎仔標本26体41側の鎖骨下筋神経と周辺構造物を調査した。鎖骨下筋は浅胸筋の深層に観
察され、胸骨柄、第１肋骨、第１、２肋軟骨より起始し、棘上筋の表層を覆い肩甲骨の内側縁に
停止した。鎖骨下筋神経の起始分節は C5-8であり、分岐位置も多様であった。①横隔神経、②肩
甲上神経に入る C6、③外側神経束に入る C6、④外側神経束に入る C7、⑤内側神経束に入る C7、
⑥内側神経束に入る C8、⑦内側胸筋神経、以上の分岐位置が確認された。なお、外側胸筋神経は
観察されなかった。①②③④の支配神経は鎖骨下筋の肩甲骨側に、⑤⑥⑦由来のものは胸骨側に
分布した。
　ブタ胎仔の鎖骨下筋神経は、横隔神経、内側胸筋神経と共同幹を形成していたことから鎖骨下
筋と横隔膜、胸筋群は同一系統の筋と考えられる。ブタ胎仔では外側胸筋神経が存在しないため、
ブタにおける鎖骨下筋はヒトの大胸筋鎖骨部と鎖骨下筋に相当する筋であることが示唆される。

O2-1　食肉目ネコ科の僧帽筋の形態的特徴 *

〇加瀬　遼大1）、時田　幸之輔2）、姉帯　沙織2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年　
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　僧帽筋は、体軸骨格から広く起始し肩甲棘に停止する筋である。ヒトでは胸郭上における肩甲
骨の回旋運動に作用し、肩関節の運動にも重要な筋である。四足歩行の動物においては、肩関節
の可動域は屈曲・伸展に制限されるが、前肢を捕食に用いる食肉目と移動のみに用いる偶蹄目と
では、僧帽筋の形態が異なる可能性がある。そこで食肉目のイエネコと偶蹄目のブタ胎仔の僧帽
筋の形態比較を行った。
　ネコ僧帽筋については、胸椎棘突起より起始し肩甲棘に停止する筋束は観察できたが、項靭帯、
後頭隆起から起始する筋束は観察できなかった。鎖骨頭筋（ヒトの胸鎖乳突筋）が後頭隆起と項
靭帯から広く起始していた。頸椎横突起から起始し肩甲棘に停止する肩甲横突筋と僧帽筋の境界
は不明瞭であった。ブタ胎仔僧帽筋はヒト僧帽筋と同様に後頭隆起、項靭帯、胸椎棘突起から起
始し、肩甲棘に停止した。僧帽筋の腱鏡は停止部に位置していた。
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O1-5　支配神経の精査に基づくブタ胎仔鎖骨下筋の解剖学的考察 *

〇吉見　菜々香1）、時田　幸之輔2）、姉帯　沙織2）、小島　龍平2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　ブタ胎仔標本26体41側の鎖骨下筋神経と周辺構造物を調査した。鎖骨下筋は浅胸筋の深層に観
察され、胸骨柄、第１肋骨、第１、２肋軟骨より起始し、棘上筋の表層を覆い肩甲骨の内側縁に
停止した。鎖骨下筋神経の起始分節は C5-8であり、分岐位置も多様であった。①横隔神経、②肩
甲上神経に入る C6、③外側神経束に入る C6、④外側神経束に入る C7、⑤内側神経束に入る C7、
⑥内側神経束に入る C8、⑦内側胸筋神経、以上の分岐位置が確認された。なお、外側胸筋神経は
観察されなかった。①②③④の支配神経は鎖骨下筋の肩甲骨側に、⑤⑥⑦由来のものは胸骨側に
分布した。
　ブタ胎仔の鎖骨下筋神経は、横隔神経、内側胸筋神経と共同幹を形成していたことから鎖骨下
筋と横隔膜、胸筋群は同一系統の筋と考えられる。ブタ胎仔では外側胸筋神経が存在しないため、
ブタにおける鎖骨下筋はヒトの大胸筋鎖骨部と鎖骨下筋に相当する筋であることが示唆される。

O2-1　食肉目ネコ科の僧帽筋の形態的特徴 *

〇加瀬　遼大1）、時田　幸之輔2）、姉帯　沙織2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年　
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　僧帽筋は、体軸骨格から広く起始し肩甲棘に停止する筋である。ヒトでは胸郭上における肩甲
骨の回旋運動に作用し、肩関節の運動にも重要な筋である。四足歩行の動物においては、肩関節
の可動域は屈曲・伸展に制限されるが、前肢を捕食に用いる食肉目と移動のみに用いる偶蹄目と
では、僧帽筋の形態が異なる可能性がある。そこで食肉目のイエネコと偶蹄目のブタ胎仔の僧帽
筋の形態比較を行った。
　ネコ僧帽筋については、胸椎棘突起より起始し肩甲棘に停止する筋束は観察できたが、項靭帯、
後頭隆起から起始する筋束は観察できなかった。鎖骨頭筋（ヒトの胸鎖乳突筋）が後頭隆起と項
靭帯から広く起始していた。頸椎横突起から起始し肩甲棘に停止する肩甲横突筋と僧帽筋の境界
は不明瞭であった。ブタ胎仔僧帽筋はヒト僧帽筋と同様に後頭隆起、項靭帯、胸椎棘突起から起
始し、肩甲棘に停止した。僧帽筋の腱鏡は停止部に位置していた。
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O2-2　ブタ胎仔の観察に基づく上腕筋の二重神経支配の考察 *

○大竹　陽咲1）、姉帯　沙織2）、姉帯　飛高3）、小島　龍平2）、時田　幸之輔2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科
３）順天堂大学保健医療学部理学療法学科

　一般に、屈筋は腹側層、伸筋は背側層の神経に支配される。上腕筋は、例外的に腕神経叢の腹
側層と背側層の二重神経支配である。この矛盾を比較解剖学的に解釈するため、ブタ胎仔19側を
調査した。ブタ胎仔上腕筋には、正中神経（M）と橈骨神経（R）の筋枝が分布していた。M筋枝
は、上腕筋内側部に分布するM-med、外側部に分布するM-lat がみられた。R筋枝は外側部に分
布していた。３種の筋枝は全例に存在し、一部の標本でM-lat と R 筋枝は筋外で交通していた。
　異なる支配神経を持つ筋の癒合によって筋が形成される場合、それぞれの支配神経は交通せず、
独立した支配領域を持つとされる。ブタ胎仔ではM-lat と R 筋枝が交通することから、上腕筋は
屈筋と伸筋が癒合して形成された筋ではないと考えられる。上腕筋の二重神経支配は、屈筋の支
配神経の一部が伸筋の支配神経の経路である Rに移行したことで形成されると解釈したい。

O2-3　ブタ胎仔標本の観察に基づく肩甲下動脈の比較解剖学的考察 *

〇尾形　愛実1）、姉帯　沙織2）、姉帯　飛高3）、小島　龍平2）、時田　幸之輔2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科
３）順天堂大学保健医療学部理学療法学科

　ヒトの肩甲下動脈（Sbs）は起始・走行の多様性に富んだ動脈であることが知られている一方で、
多様性の成因は明らかでない。本研究では、Sbs の形態多様性を比較解剖学的に検討するため、ブ
タ胎仔274側の Sbs を調査した。
　ヒトの先行研究に従い、正中神経ワナに対する起始位置、橈骨神経に対する走行位置に注目し
ブタ胎仔 Sbs を観察した。ブタ胎仔 Sbs は、正中神経ワナより近位で起始する近位型が12側、遠
位で起始する遠位型が262側であった。また、橈骨神経の外側を走行する外側型が266側、橈骨神
経の根部を貫く貫通型が８側であった。これらの起始・走行を組み合わせると、ブタ胎仔 Sbs は
遠位外側型95.6％・近位外側型1.5％・近位貫通型2.9％に整理された。ブタ胎仔 Sbs の形態多様
性が確認されたが、ヒトと比べ安定した形態をとっていた。これらの比較解剖学的特徴から、ヒ
ト Sbs の多様性について考察していきたい。
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O2-4　C3、C4脊髄神経前枝の背腹の層序−ブタ胎仔標本を用いた観察− *

〇佐曾利　隆之、姉帯　沙織、小島　龍平、時田　幸之輔
埼玉医科大学大学院医学研究科

　四肢神経叢にて、伸筋と屈筋を支配する神経束が背腹に整列するとされている。この構造が四
肢に特化した構造か全脊髄神経で観察される構造かを明らかにする目的で、ブタ胎仔標本を用い
て C3,C4前枝の末梢分布と根部の形態について詳細な観察を行った。その結果、C3,C4共に根部は
４層に分けられた。C4第１層は前斜角筋に分布し、第２層は２枝に分かれ、腹側へ走り内側・中
間鎖骨上神経となった。第３層は背側へ走り外側鎖骨上神経となり、第４層は肩甲挙筋に分布した。
C3第１層は肩甲舌骨筋と胸骨舌骨筋に分布した。第２層は腹側へ走り頸横神経となった。第３層
は胸鎖乳突筋に分布する枝と、副神経と交通し僧帽筋に分布する枝であった。第４層は３枝あり、
肩甲横突筋停止付近に分布する枝、肩甲挙筋と菱形筋に分布する枝、肩甲横突筋起始付近に分布
する枝であった。以上より、頸神経においても背腹の構造が存在し、この構造は全脊髄神経で観
察される可能性がある。

O2-5　カエル下肢筋の筋湿重量を測定して解剖学的特徴を考察する *

○齋藤	凛太郎1）、時田	幸之輔2）、姉帯	沙織2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　カエルの動作は跳躍動作が特徴的である。カエルは股関節外転、外旋位、膝関節屈曲、足関節
背屈位から下肢を伸展して跳躍を行う。この動作にはどの様な筋肉が主に使用されるのか、形態
学的に明らかにする目的で以下の観察を行った。ウシガエルの下肢を解剖し、各筋の起始停止を
明らかにした。その後、それぞれの筋を起始停止で切り離し、筋湿重量を測定した。
　その結果、中間広筋5.9g、外側広筋2.5g、大腿直筋1.3g、半腱様筋5.2g、半膜様筋1.3g、大腿
二頭筋1.0g、大内直筋4.0g、小内直筋0.5g、大内転筋0.8g であった。
　以上より、股関節内転、伸展、膝関節伸展に関与する筋の筋湿重量が大きな傾向にあることが
明らかとなった。
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O2-4　C3、C4脊髄神経前枝の背腹の層序−ブタ胎仔標本を用いた観察− *

〇佐曾利　隆之、姉帯　沙織、小島　龍平、時田　幸之輔
埼玉医科大学大学院医学研究科

　四肢神経叢にて、伸筋と屈筋を支配する神経束が背腹に整列するとされている。この構造が四
肢に特化した構造か全脊髄神経で観察される構造かを明らかにする目的で、ブタ胎仔標本を用い
て C3,C4前枝の末梢分布と根部の形態について詳細な観察を行った。その結果、C3,C4共に根部は
４層に分けられた。C4第１層は前斜角筋に分布し、第２層は２枝に分かれ、腹側へ走り内側・中
間鎖骨上神経となった。第３層は背側へ走り外側鎖骨上神経となり、第４層は肩甲挙筋に分布した。
C3第１層は肩甲舌骨筋と胸骨舌骨筋に分布した。第２層は腹側へ走り頸横神経となった。第３層
は胸鎖乳突筋に分布する枝と、副神経と交通し僧帽筋に分布する枝であった。第４層は３枝あり、
肩甲横突筋停止付近に分布する枝、肩甲挙筋と菱形筋に分布する枝、肩甲横突筋起始付近に分布
する枝であった。以上より、頸神経においても背腹の構造が存在し、この構造は全脊髄神経で観
察される可能性がある。

O2-5　カエル下肢筋の筋湿重量を測定して解剖学的特徴を考察する *

○齋藤	凛太郎1）、時田	幸之輔2）、姉帯	沙織2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　カエルの動作は跳躍動作が特徴的である。カエルは股関節外転、外旋位、膝関節屈曲、足関節
背屈位から下肢を伸展して跳躍を行う。この動作にはどの様な筋肉が主に使用されるのか、形態
学的に明らかにする目的で以下の観察を行った。ウシガエルの下肢を解剖し、各筋の起始停止を
明らかにした。その後、それぞれの筋を起始停止で切り離し、筋湿重量を測定した。
　その結果、中間広筋5.9g、外側広筋2.5g、大腿直筋1.3g、半腱様筋5.2g、半膜様筋1.3g、大腿
二頭筋1.0g、大内直筋4.0g、小内直筋0.5g、大内転筋0.8g であった。
　以上より、股関節内転、伸展、膝関節伸展に関与する筋の筋湿重量が大きな傾向にあることが
明らかとなった。
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O2-6　ブタ胎仔標本　実習で探る胎児循環：静脈管の剖出と観察

○小島　龍平1）、本間　典子2）、時田　幸之輔1）、姉帯　沙織1）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科
２）国立看護大学校

　胎児循環についての理解は各種医療関係分野において重要であるが、学習にさいしては実感を
ともなって理解しにくい内容であると思われる。このような内容の理解においては、実習を通じ
ての学習が有効と考えられる。しかし、人体解剖学実習においては、胎児循環の遺残構造を観察
することはできるが、胎児循環そのものを観察することはできない。我々は解剖学実習材料とし
てブタ胎仔標本を使用している。この標本においては胎児循環を機能している状態で観察できる。
この標本において、胎児循環に特徴的な構造のうちで、臍動脈、臍静脈、動脈管は容易に観察できる。
卵円孔は心臓の内部構造であるが観察はそれほど困難ではない。しかし、静脈管は肝臓の実質内
に形成される構造であり、剖出および観察は容易ではない。本報告では、ブタ胎仔標本において
静脈管の剖出を試み、術式と剖出および観察における注意点について紹介し批判を受け、さらな
る改良につなげたい。

Ｏ3-1　タウリン長期投与のマウス腸内細菌叢と肝機能に対する影響＊

〇 Aha	Laqi1）、加登谷　知世2）、大平　紘義1）、古澤　之裕3）、蔵川　卓土3）、宮﨑　照雄4）、
　松﨑　千秋5）、有馬　寧6）、伊藤　崇志2）、村上　茂1,2）

１）福井県立大学看護福祉学部
２）福井県立大学生物資源学部
３）富山県立大学工学部　
４）東京医科大学茨城医療センター
５）石川県立大学生物資源工学研究所　
６）鈴鹿医療科学大学東洋医学研究所

　アミノ酸誘導体タウリンの全身作用に対する腸内細菌叢の関与をマウスにて検討した。オスお
よびメスの C57Bl/6J マウスに、タウリンを３％（w/v）溶解した飲水を最大1.5年自由摂取させ、
腸内細菌叢と胆汁酸の解析、血中生化学パラメーター等の測定を行った。
　オスでは対照群に比べ、タウリン投与により体重と体脂肪の増加傾向が見られ、メスでは1.5年
後の体脂肪が有意に減少した。血中の肝機能マーカー（AST および ALT）は対照群に比べオスで
有意に増加し、メスでは変化が見られなかった。また、血中総コレステロールはオスではタウリ
ン投与により有意に増加し、メスでは有意に減少した。タウリンを投与したオスでは、Firmicutes
門および脱硫黄に関わる Desulfobacterota 門の菌の割合が顕著に増加し、糞中の短鎖脂肪酸や免
疫グロブリン A（IgA）は減少した。
　以上、比較的高濃度のタウリン長期投与の影響はオスとメスで異なり、オスでは腸内細菌叢の
変化が肝機能などに影響している可能性が考えられる。
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Ｏ3-2　DMDに対する細胞移植前のプレコンディショニングは、移植細胞の生着率を向上させる＊

〇三木　麻有甫1,2,5）、竹中（蜷川）菜々4）、　後藤　萌1）、	吉岡　クレモンス紀穂1,2）、	
　岩崎　未央3）、	青山　朋樹2）、	櫻井　英俊1）

１）京都大学 iPS 細胞研究所臨床応用研究部門　
２）京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻　
３）京都大学 iPS 細胞研究所未来生命科学開拓部門　
４）名古屋市立大学大学院	医学研究科
５）日本学術振興会特別研究員 DC2

　デュシェンヌ型筋ジストロフィー（DMD）は、ジストロフィンタンパク質（Dys）の欠損によ
り筋委縮・筋力低下を引き起こす。我々は、健常な骨格筋前駆細胞を DMD 筋へ移植し、DMD 筋
組織の Dys を回復させる細胞治療の確立を目指している。Dys 陽性筋線維の増加に伴って病態が
改善するため、如何にして移植細胞の生着率を向上させるかが重要な課題である。我々は、DMD
マウスに対し、細胞移植の24時間前に筋収縮トレーニング（Tr）を行うと、Dys 陽性線筋維数が
有意に増加し、移植細胞の生着効率が向上すると示した。そこで、Tr 誘発性の移植細胞生着効率
向上機序を解明するため、Tr 負荷後24時間と定常状態の DMD マウスの筋組織に対して、プロテ
オーム解析と Bioinformatics 解析を進めた。結果、本機序の責任分子候補として Fibronectin を同
定し、in vivo 投与によりその妥当性を確認した。現在は、in vitro モデルを作製し、Tr 負荷による
Fibronectin の分泌細胞源の特定と、Fibronectin がドナー細胞に与える影響を検証している。

Ｏ3-3　健常大学生における大腿四頭筋の筋出力に対する物理療法の効果＊

○関口　莉生1）、松田　愛香1）、姉帯　沙織2）、時田　幸之輔2）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科４年
２）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

［目的］NMSE による大腿四頭筋の筋出力に関する即時的効果を調査すること。［対象］健常大学
生８名［方法］無作為に介入群と対照群に分け、介入群は NMSE で大腿直筋を刺激しながらクワ
ドセッティングを実施し、対照群は電気刺激なしでクワドセッティングを行った。NMSE の設定
に関しては、周波数30Hz、刺激間隔は５秒－10秒で on-off を切り替え、刺激時間は20分、刺激強
度は耐えられる最大とした。主な測定項目は膝伸展筋力、膝蓋骨の上がり幅とし、介入の前後で
測定した。膝伸展筋力に関しては、HHD を使用して徒手抵抗で行った。また、介入後に疲労度を
Borg	scale で評価した。［結果］介入群では膝伸展筋力、膝蓋骨の上がり幅ともに有意に向上した。
対象群では有意な向上はみられなかった。［結語］大腿四頭筋に対して、クワドセッティングとと
もに NMSE による電気刺激を行うと即時的に筋出力を向上させる可能性がある。
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Ｏ3-4　高齢者の生活状況および身体活動の実態と加齢に対する考え方＊

〇萩原　彩乃1）、村松　妙子2）、永谷　幸子2）

１）浜松医科大学大学院医学系研究科看護学専攻
２）浜松医科大学医学部看護学科

　本研究は、高齢者の生活状況および身体活動の実態と、年をとった自分の身体・精神をどのよ
うに捉えているか、その考え方を示す「加齢に対する期待（ERA-12-J）」について明らかにするこ
とを目的とした。身体活動については、特に、座っている時間（座位行動時間）に着目した。全
国の高齢者に、自記式質問紙による調査を行った。
　200人（年齢78.0±5.9歳、男性57.5％、75歳以上75％）の結果は、平均BMIは23.3±2.8㎏ /㎡、
平均テレビ視聴時間は3.7±1.9時間、平均座位行動時間は６±3.5時間であった。今回の研究は、
先行研究と比較して活動的な高齢者が多いことが示唆された。ERA-12-J 得点の平均値は、身体健
康に関する期待が21.29±17.64、メンタルヘルスに関する期待が49.21±21.94、認知機能に関す
る期待が30.25±20.42、合計得点が33.58±16.0であった。

Ｏ3-5　非高齢・非肥満者における２型糖尿病患者と健常者の体組成比較
　　　　− InBody�S10による脂肪および内臓脂肪の評価＊

○張　慶波1）、杉山　摩利子2）、冨田　園美5）、大澤　綾乃3）、中西　啓介1）、丹羽　史織1）、劉　雨1）、
　松澤　菜穂子1）、小嶋　美紀子3）、古田　恵香3）、川口　綾3）、茂　優子3）、寺田　八重子3）、
　坂野　僚一2,4）、山本　明子4）、前田　清美5）、藤井　晃子3）、有馬　寛2）、藤本　悦子1）、
　竹野　ゆかり1）

１）名古屋大学大学院医学系研究科看護学専攻
２）名古屋大学大学院医学系研究科糖尿病・内分泌内科学
３）名古屋大学医学部附属病院看護部
４）名古屋大学総合保健体育科学センター保健科学部
５）重工大須病院看護学部

【目的】本研究は、非高齢かつ非肥満の健常者および２型糖尿病患者を対象に、体組成分析装置
InBody	S10を用いて脂肪関連指標を比較した。
【方法】年齢65歳未満かつ BMI	18.5～25未満の条件で抽出後、年齢・性別・BMI による傾向スコ
アマッチングを行い、各群16名を比較対象とした。脂肪量、体脂肪率、内臓脂肪面積について t
検定で比較を実施した。
【結果】健常者群と糖尿病群の年齢（54.13±6.86	vs	54.23±6.44,	p=0.966）、BMI（22.26±
1.94	vs	22.41±1.46,	p=0.812）に有意差はなかったが、HbA1c は糖尿病群で有意に高値を示し
た（5.68±0.37	vs	9.43±1.78,	p<0.001）。また、糖尿病群は脂肪量（17.59±4.90kg	vs	14.10±
3.42kg,	p=0.026）、体脂肪率（29.14±7.05%	vs	23.58±5.36%,	p=0.018）、内臓脂肪面積（79.93
±32.62cm²	vs	53.89±15.58cm²,	p=0.007）が有意に高値を示した。
【考察・結果】非高齢・非肥満であっても、２型糖尿病患者は健常者より体脂肪蓄積が多く、代謝
異常の背景に「隠れ肥満」が関与する可能性が示唆された。また、InBody 体組成分析装置は、簡
便かつ非侵襲的に体脂肪分布を評価でき、日常診療における早期リスク評価に有用である。
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Ｏ4-1　筋の起始と停止から作用を力学的に理解する考え方について

〇川真田　聖一
前広島大学医学部保健学科

　筋の作用は、リハビリ関係者にとって重要な知識である。しかし、教科書の多くは作用の理論
的説明が十分でない。『筋の作用は、起始と停止間の距離を３次元的に最も短くする運動である』と、
演者は考えている。３次元の運動が複雑な場合は、運動を、前頭面、矢状面と水平面に分けて扱
うと良い。解剖学的正位の状態で、前頭面では主に内転 /外転が、矢状面では主に屈曲 /伸展が、
水平面では主に回旋（内旋 /外旋）が起こる。３次元の運動をこれらの面に投影して、起始・停
止と運動中心の位置関係および起始と停止の間にある関節等の可動性を考慮し、テコの原理を応
用すれば運動を力学的に理解できる。３平面の運動の総和が作用である。この説明に対する皆様
のご意見やご批判をお伺いしたい。資料として、多数の筋について説明した解説書を、９月１日
頃 https://anatomybooks.stores.jp から PDF で提供開始予定なのでご覧頂きたい。

Ｏ4-2　リスター結節の形態変異と長母指伸筋腱の走行変異が併存する例：解剖学的・機能的検討

〇桐林　俊彰1）、山川　紗輝1）、姉帯　飛高2）	、下小野田　一騎1）

１）SBC 東京医療大学
２）順天堂大学

　リスター結節は橈側と尺側の結節に区分され、長母指伸筋腱はこれらの間を通過しながら橈側
結節に滑車様に接して第３区画を走行し、母指末節骨底に至る。リスター結節の形態にはバリエー
ションが見られることが報告されているが、長母指伸筋腱との関係についての報告は渉猟し得た
限りほとんどない。本演題では、当学科の超音波診断装置を用いたゼミナール活動中に遭遇した
リスター結節の形態変異と長母指伸筋腱の走行変異が併存する例について報告する。本例はリス
ター結節の橈側結節がほぼ扁平で、長母指伸筋腱は橈側偏位し第２区画に入り込むように走行し
ていた。また、手関節および母指MCP関節・IP 関節の屈曲伸展可動域に制限が見られた。以上よ
り本例の長母指伸筋腱は、リスター結節の橈側結節が扁平であることにより滑車様構造を形成で
きず橈側に偏位したものと考えられ、このような走行変異は手関節と母指の可動域に影響を与え
る可能性が示唆された。
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限りほとんどない。本演題では、当学科の超音波診断装置を用いたゼミナール活動中に遭遇した
リスター結節の形態変異と長母指伸筋腱の走行変異が併存する例について報告する。本例はリス
ター結節の橈側結節がほぼ扁平で、長母指伸筋腱は橈側偏位し第２区画に入り込むように走行し
ていた。また、手関節および母指MCP関節・IP 関節の屈曲伸展可動域に制限が見られた。以上よ
り本例の長母指伸筋腱は、リスター結節の橈側結節が扁平であることにより滑車様構造を形成で
きず橈側に偏位したものと考えられ、このような走行変異は手関節と母指の可動域に影響を与え
る可能性が示唆された。
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Ｏ4-3　高齢者の手指感覚感度に対する手指容積変動の効果について

○村田　潤1）、村田　伸2）、古後　晴基1）、川﨑　奈穂1）

１）長崎大学大学院医歯薬総合研究科
２）京都橘大学健康科学部理学療法学科

　手指感覚識別時にともなう手指血流量の変動は手指容積の変化に反映する。この血液分布の変
動にともなう容積変化は、高齢者の手指触圧覚機能にも影響を与える可能性がある。本研究は、
高齢者の手指容積を変化させた場合の手指触圧覚感度の変化を明らかにすることを目的とした。
心臓の高さを基準として手位置を上下に変えると血液分布が静水圧の作用を受けるため手指容積
は変動する。そこで、手を心臓の高さから25cm高い位置、および25cm低い位置にそれぞれ５分
間設置した後の手指容積と触圧覚閾値を測定した。手指容積は手の位置が心臓の高さよりも高い
時に増加減少し、低い場合に増加していた。一方、触圧覚閾値は高い位置で減少し、低い位置に
ある時に増加した。さらに、手指容積変化と触圧覚閾値には正の相関関係が認められた。（r＝0.44）
これらの結果は、手指容積の変動が皮膚物性値に影響して高齢者の触圧覚感度に影響することを
示唆した。

Ｏ4-4　ヒトの肩は直立二足歩行に適応しているのか？−背側肩帯筋の形態比較による検討−

〇姉帯　沙織1）、姉帯　飛高2）、小島　龍平1）、時田　幸之輔1）

１）埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科
２）順天堂大学保健医療学部理学療法学科

　ヒトは霊長類の中で唯一、直立二足歩行に適応した動物である。我々は、直立二足歩行の獲得
に伴う前肢の形態適応を明らかにするため、肩甲骨と体幹をつなぐ筋群に着目した。本研究では、
狭鼻猿、広鼻猿、曲鼻猿を含む霊長類11種27側を対象に、背側肩帯筋（前鋸筋・肩甲挙筋・菱形
筋）の形態と支配神経を調査した。その結果、多くの霊長類は、肩甲挙筋と前鋸筋が一続きのシー
ト状の筋を形成しており、ヒトと共通した形態は類人猿のみであった。このことは、ヒトを含む
類人猿に共通した運動において肩甲挙筋と前鋸筋が分離した形態の機能的重要性を示唆している。
一方で、類人猿は常時直立二足歩行ではないことから、ヒトの背側肩帯筋は直立二足歩行の生活
様式に適応した形態ではなく、類人猿の一般形態を保持していると言える。
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Ｏ4-5　下位腰神経根の形態と神経根症状の関係：腰椎椎間板ヘルニア症例での検討

◯姉帯　飛高1）、寺本　樹里2,3）、野尻　英俊2,3）

１）順天堂大学保健医療学部理学療法学科
２）順天堂大学大学院整形外科・運動器医学講座
３）順天堂大学医学部附属順天堂医院脊椎・脊髄センター

　腰仙骨神経叢（LSP）を形成する神経根の構成は頭 /尾側に偏位することがあり、これは第12肋
骨の短縮 /伸長と相関する。我々は、非典型的神経根症状（症状レベルの頭 /尾側偏位）を呈す
る腰椎椎間板ヘルニア症例では、第12肋骨が有意に長い /短いことを明らかにした。つまり、非
典型的症状は LSP の偏位によって生じる可能性が高いが、各症例で実際に LSP の形態を確認でき
たわけではない。そこで、腰椎椎間板ヘルニア94例のMRI（T2強調）を用いて、LSP の形態と神
経根症状、第12肋骨長を調査した。頭側偏位型症状例では腰仙骨神経幹を構成する L４根が細い、
または描出困難で、時に大腿神経に L5が加わり、第12肋骨は長かった。尾側偏位型症状例では腰
仙骨神経幹 L4根が太く、第12肋骨は短かった。下位腰神経根の形態は LSP の偏位の指標として知
られており、これらの関係性は我々の一連の調査において重要な基盤をなすものである。

Ｏ5-1　位相構造からみた生体情報伝達機能

〇高橋　敬
大分県立看護科学大学生体科学　前教授

　『序および目的・方法』位相は位置とその形態である。データマイニングの多くは KJ 法（川北
二郎）のように情報を同類項で括る定性的な共起法である。本研究は位相データをネットワーク
に変換し情報量と効率を分析した。情報の送受信の座標 pi（xi,yi）をネットワーク変換し AGNA
＊で得た距離マトリックスから、任意の２頂点間の最短距離＝１の集合のリスト（ex.	a=｛a1,	・・
an｝、b=｛b1,	・・bn｝,・・｝を作成し、２つの同じ数値を順番に選択し再リストした（ex.	a,	b=｛a1,	
b1,・・｝｝。これから伝達経路を最小全域木＊＊として求めた。『結果と討論』ランダム点、医療機関、
テキスト（日本語と英語）などを分析した結果、１、情報量が少ない隣接関係は遠く、２、繋が
りはハブと小さなクラスターが混在し、３、情報量はエントロピー、効率は連結係数を K^n	（Kは
クラスターの中心、nは連結する要素（枝）の数）で表せ、クラスター係数やジャカード係数と等
価である。本方法は、一般の情報伝達を定量でき、そのフラクタル性、成長、相転移、臨界点な
どは今後の課題である。＊ applied	graphics	and	network	analysis,	＊＊minimum	spanning	tree
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Ｏ5-2　毛髪一本からストレス状態を可視化・理解する

〇平　修
福島大学・農学群・食農学類

　毛髪内部には生体情報が時々刻々と記録されているとされ、いつ、生体に変化（ストレス負荷）
が起きたかの痕跡が時間情報と共に記録されているはずである。毛髪縦断面からはいつ、どのよ
うな生体変化（ストレス、炎症など）が起きたか履歴の検証が可能である。イメージング質量分
析（IMS）は、サンプル切片を２次元的に質量分析することで、標的物質の視覚的２次元情報が得
られる技術である。特徴として、抗体や蛍光物質などを用いず標的物質を直接検出・視覚化する
点が挙げられる。本研究では、液体クロマトグラフィー質量分析による毛髪成分の網羅的解析よ
りコルチゾールに代わる新たなストレスバイオ―マーカの同定を試みた。次に、毛髪を縦断面に
切削した切片を用いて、イメージング質量分析（IMS）により、毛髪の内在成分および新規ストレ
スバイオ―マーカの縦断面における時間（履歴）情報が視覚的に得られることを確認した。

Ｏ5-3　海藻アカモクのヒトにおける腸内細菌叢改善作用

〇村上　茂1,2）、加登谷　知世2）、山本　侑輝2）、湯前　美優1）、Aha	Laqi1）、松﨑　千秋3）、古澤　之裕4）

１）福井県立大学看護福祉学部
２）福井県立大学生物資源学部　
３）石川県立大学生物資源工学研究所
４）富山県立大学工学部

　アカモクは日本各地の海岸で見られる褐藻類で、水溶性食物繊維やミネラルを豊富に含む。本
研究では、ヒトにおける福井県産アカモク摂取の腸内細菌叢に対する作用を検討した。
　被験者（83名、平均年齢51歳）は１日30ｇの茹でたアカモクを３週間摂取し、摂取前後で糞便
を採取、糞便中の腸内細菌叢を16S-rRNA 法により解析した。アカモク摂取前後での腸内細菌の変
化を調べたところ、バクテロイデス門の細菌（B）の増加とファーミキューテス門（F）の細菌の
減少が見られ、肥満との関連が指摘されている F/B 比が有意に改善した。アカモク摂取による体
調変化として、排便量や排便回数の増加、軟便、体重減少などが認められた。使用したアカモク
にはアルギン酸やフコイダンなどの水溶性食物繊維（高分子多糖）が重量比で50％以上含まれて
おり、これらの成分がプレバイオティクスとして働き、有用菌の増加作用等を介して腸内を痩せ
やすい環境に変化させた可能性が示唆される。
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Ｏ5-4　高齢者の座位行動時間と身体的フレイルとの関係

〇管原　清子1）、加藤　京里1）、加納　江理1）、成瀬　早苗2）、堀　芽久美3）、萩原　彩乃4）、
　林　久恵5）、永谷　幸子6）

１）静岡県立大学看護学部
２）駒沢女子大学看護学部
３）国立がん研究センターがん対策研究所
４）浜松医科大学大学院医学系研究科看護学専攻博士前期課程
５）愛知淑徳大学健康医療科学部
６）浜松医科大学医学部看護学科

　本研究の目的は、高齢者の座位行動時間と身体的フレイルの関係を明らかにすることであ
る。東京都健康長寿医療センターの2012年の調査では、65歳以上の高齢者の8.7％がフレイル、
40.8％がプレフレイルに該当していた。私たちの調査においても、一見自立して生活している高
齢者の中にも、身体的フレイルの兆候を示す者が多数いることが明らかになっており、フレイル
予防の重要性が年々高まっている。
　こうした背景から、私たちは、座位行動時間の短縮が、身体的フレイルの予防に効果が期待で
きるのではないかと考えた。本研究では、65歳以上の高齢者を対象に、座位行動時間と身体的フ
レイルの関係について検証する。対象は65歳以上の高齢者30名とし、収集するデータは、身体的
フレイル（握力、下腿周囲径、骨密度、歩行速度）と座位行動時間である。座位行動時間と身体
的フレイルデータの関係性の検証結果を報告する。

Ｏ5-5　網膜色素変性症モデルメスラットの不妊現象を解明する

〇井上　千聖、西沢　祐治
中部大学生命健康科学部生命医科学科、中部大学臨床検査技術教育・実習センター

　網膜色素変性症（RP）は視細胞の変性により進行性の視覚異常をきたす遺伝性疾患である。原
因遺伝子は70種類以上あり、ロドプシン遺伝子変異によるものが約16% にのぼる。本研究室で
はロドプシンの347番目プロリンをロイシンに置換した遺伝子変異を導入した RP モデルラット
（P347L ラット）を作製して実験に使用している。本研究室で P347L ラットの系統維持をしてい
るが、P347L ラットのメスはオスと交配しても出産に至らない。本研究では P347L ラットメス
の不妊現象を明らかにすることを目的とした。まずはメスラットの性周期および性行動の観察を
行った。その結果、P347L ラットの性周期に異常は見られず、また性行動も確認できた。しかし
P347L 発情メスラットとオスラットの交配後に膣垢検査で精子が確認されたラットはすべて出産
に至らなかった。ところが、交配後８日目に屠殺して子宮を摘出したところ、胎仔の存在を確認
した。P347L ラットメスに妊孕能があることが分かった。

－ 30 －



32	 第23回学術集会・総会プログラム・抄録集	 形態・機能　第24巻第1号

Ｏ5-4　高齢者の座位行動時間と身体的フレイルとの関係

〇管原　清子1）、加藤　京里1）、加納　江理1）、成瀬　早苗2）、堀　芽久美3）、萩原　彩乃4）、
　林　久恵5）、永谷　幸子6）

１）静岡県立大学看護学部
２）駒沢女子大学看護学部
３）国立がん研究センターがん対策研究所
４）浜松医科大学大学院医学系研究科看護学専攻博士前期課程
５）愛知淑徳大学健康医療科学部
６）浜松医科大学医学部看護学科

　本研究の目的は、高齢者の座位行動時間と身体的フレイルの関係を明らかにすることであ
る。東京都健康長寿医療センターの2012年の調査では、65歳以上の高齢者の8.7％がフレイル、
40.8％がプレフレイルに該当していた。私たちの調査においても、一見自立して生活している高
齢者の中にも、身体的フレイルの兆候を示す者が多数いることが明らかになっており、フレイル
予防の重要性が年々高まっている。
　こうした背景から、私たちは、座位行動時間の短縮が、身体的フレイルの予防に効果が期待で
きるのではないかと考えた。本研究では、65歳以上の高齢者を対象に、座位行動時間と身体的フ
レイルの関係について検証する。対象は65歳以上の高齢者30名とし、収集するデータは、身体的
フレイル（握力、下腿周囲径、骨密度、歩行速度）と座位行動時間である。座位行動時間と身体
的フレイルデータの関係性の検証結果を報告する。

Ｏ5-5　網膜色素変性症モデルメスラットの不妊現象を解明する

〇井上　千聖、西沢　祐治
中部大学生命健康科学部生命医科学科、中部大学臨床検査技術教育・実習センター

　網膜色素変性症（RP）は視細胞の変性により進行性の視覚異常をきたす遺伝性疾患である。原
因遺伝子は70種類以上あり、ロドプシン遺伝子変異によるものが約16% にのぼる。本研究室で
はロドプシンの347番目プロリンをロイシンに置換した遺伝子変異を導入した RP モデルラット
（P347L ラット）を作製して実験に使用している。本研究室で P347L ラットの系統維持をしてい
るが、P347L ラットのメスはオスと交配しても出産に至らない。本研究では P347L ラットメス
の不妊現象を明らかにすることを目的とした。まずはメスラットの性周期および性行動の観察を
行った。その結果、P347L ラットの性周期に異常は見られず、また性行動も確認できた。しかし
P347L 発情メスラットとオスラットの交配後に膣垢検査で精子が確認されたラットはすべて出産
に至らなかった。ところが、交配後８日目に屠殺して子宮を摘出したところ、胎仔の存在を確認
した。P347L ラットメスに妊孕能があることが分かった。
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示説　題名右肩の *印は学会奨励賞応募演題です

Ｐ-1　膝前十字靭帯損傷後の保存療法介入が感覚運動機能および機械受容器形態に及ぼす影響＊

〇増田　しおん、谷間　桃子、林　和寛、青山　朋樹
京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻先端リハビリテーション科学コース

　膝前十字靭帯（ACL）損傷は、膝の固有感覚低下を引き起こす。本研究では、保存療法として
CATT（脛骨前方引き出し制御）介入を用い、ACL 損傷後の固有感覚低下に対する効果と、ACL 内
機械受容器の形態変化を検討した。雄性Wistar ラットを Sham群、ACL 損傷（ACLT）群、CATT
群に無作為に分けた。CATT群では、ACLT群と比較して、感覚運動機能が良好に保たれた（p<0.01）。
ACLT 群では、Sham群と比較して、正常機械受容器の数が減少し（p=0.03）、変性機械受容器の
数が増加した（p=0.03）が、CATT 群では、変性機械受容器の数が減少傾向であった。また、感
覚運動機能と機械受容器の数との間に有意な相関が認められた。ACL 損傷後の CATT 介入は、感
覚運動機能の改善および機械受容器の形態維持に寄与すること、機械受容器の形態変化が感覚運
動機能に関わることが示唆された。

Ｐ-2　軸索側枝形成機構の解明を目的とした標的神経細胞培養法とエクソソーム抽出法の確立＊

○山本　さくら1）、猪口　徳一1,2,3）

１）福井医療大学大学院・保健医療学研究科・形態機能学研究室
２）福井大学・工学部・物質生命化学科・生命システム科学研究室
３）大阪大学大学院・医学系研究科・解剖学講座（神経機能形態学）

　軸索側枝は神経細胞が複数の標的へ投射することを可能にし、協調的な神経活動や高次脳機能
に重要な役割を担う。我々は、皮質脊髄路から橋核への側枝形成をモデルとして、軸索側枝の投
射領域制御機構を明らかにしてきた。一方、標的脳領域で正確に側枝の発芽を誘導するしくみに
関しては、誘導因子の存在が予想されるがその同定には至っていない。近年、様々な組織よりエ
クソソームとよばれる微細小胞が分泌され、生命機能に関与していること、神経系においても、
神経回路形成や神経再生に関与するなどの報告がなされている。そこで、本研究では、標的脳領
域より分泌されるエクソソームによる軸索側枝発芽への関与を調べるため、標的脳領域の細胞培
養法およびエクソソーム抽出法の確立を目指した。生後０日齢マウス脳より橋核を採取し、種々
の培養条件（初代培養方法・細胞密度・培養液）より最適条件を決定し、回収した培養上清より
エクソソームを検出した。

－ 31 －



34	 第23回学術集会・総会プログラム・抄録集	 形態・機能　第24巻第1号

Ｐ-3　地域在住高齢者における嗅覚機能と摂食嚥下機能の関連＊

◯丹羽　昭乃1）、近藤　未菜2）、園田　紬岐3）、意元　義政3）、平井　孝治4）、四谷　淳子4）

１）福井大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程
２）福井大学大学院医学系研究科看護学専攻博士前期課程
３）福井大学医学部附属病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
４）福井大学学術研究院医学系部門看護学領域コミュニティ看護学

【目的】日常生活が自立している地域在住高齢者における嗅覚機能と摂食嚥下機能の関連を明らか
にする。【方法】65歳以上の高齢者29名を対象に、摂食嚥下機能は舌圧測定、オトガイ舌骨筋の筋厚、
聖隷式嚥下質問紙で評価し、嗅覚機能は嗅覚同定検査オープンエッセンス（OE）を用いて測定した。
【結果】OEの総合得点で８点以上を嗅覚正常群、７点以下を嗅覚低下群とし比較したが、舌圧や
筋厚、嚥下機能に有意な差は見られなかった。しかし、香水の匂いでは非識別群（29.1±5.5kPa）	
が識別群（37.7±7.8kPa）に比べ、舌圧が有意に低かった（p	=	0.003）。また、加齢とともに嗅
覚が低下する傾向が確認された（r	=	-0.470,	p	=	0.010）。【考察】嗅覚機能の中でも香水に関連す
る嗅覚が摂食嚥下機能に影響を与えており、香水の匂いが摂食嚥下機能低下の指標となる可能性
が示唆された。

Ｐ-4　統合失調症における双生児の遺伝的要因と環境要因の関連：文献検討研究＊

〇水谷　心、上谷　祐子、金粕　仁美
福井県立大学看護福祉学部看護学科

　本研究の目的は、今までに実施されている双子研究を対象とし、統合失調症における遺伝的要
因と環境要因の関連について結果をまとめることである。医学分野の文献情報データベースであ
る PubMed を用いて、「Schizophrenia」、「Twins」の２つのキーワードで文献検索をおこなった。
対象論文の発行期間は2016～2025年とした。
　検索された31件の文献に対してタイトルによるスクリーニングをおこない、３件を対象とした。
対象論文は、Imamura	A. らによる統合失調症および自閉症スペクトラム障害の遺伝的要因と環境
的要因：双子研究からの洞察、Hilker	R. らの全国デンマーク双生児登録に基づく統合失調症の遺
伝率と統合失調症スペクトラム、Song	J. らの統合失調症および双極性障害の多遺伝子リスクスコ
アと双生児の一致である。それぞれの結果を要約して考察した。
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Ｐ-3　地域在住高齢者における嗅覚機能と摂食嚥下機能の関連＊

◯丹羽　昭乃1）、近藤　未菜2）、園田　紬岐3）、意元　義政3）、平井　孝治4）、四谷　淳子4）

１）福井大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程
２）福井大学大学院医学系研究科看護学専攻博士前期課程
３）福井大学医学部附属病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
４）福井大学学術研究院医学系部門看護学領域コミュニティ看護学

【目的】日常生活が自立している地域在住高齢者における嗅覚機能と摂食嚥下機能の関連を明らか
にする。【方法】65歳以上の高齢者29名を対象に、摂食嚥下機能は舌圧測定、オトガイ舌骨筋の筋厚、
聖隷式嚥下質問紙で評価し、嗅覚機能は嗅覚同定検査オープンエッセンス（OE）を用いて測定した。
【結果】OEの総合得点で８点以上を嗅覚正常群、７点以下を嗅覚低下群とし比較したが、舌圧や
筋厚、嚥下機能に有意な差は見られなかった。しかし、香水の匂いでは非識別群（29.1±5.5kPa）	
が識別群（37.7±7.8kPa）に比べ、舌圧が有意に低かった（p	=	0.003）。また、加齢とともに嗅
覚が低下する傾向が確認された（r	=	-0.470,	p	=	0.010）。【考察】嗅覚機能の中でも香水に関連す
る嗅覚が摂食嚥下機能に影響を与えており、香水の匂いが摂食嚥下機能低下の指標となる可能性
が示唆された。

Ｐ-4　統合失調症における双生児の遺伝的要因と環境要因の関連：文献検討研究＊

〇水谷　心、上谷　祐子、金粕　仁美
福井県立大学看護福祉学部看護学科

　本研究の目的は、今までに実施されている双子研究を対象とし、統合失調症における遺伝的要
因と環境要因の関連について結果をまとめることである。医学分野の文献情報データベースであ
る PubMed を用いて、「Schizophrenia」、「Twins」の２つのキーワードで文献検索をおこなった。
対象論文の発行期間は2016～2025年とした。
　検索された31件の文献に対してタイトルによるスクリーニングをおこない、３件を対象とした。
対象論文は、Imamura	A. らによる統合失調症および自閉症スペクトラム障害の遺伝的要因と環境
的要因：双子研究からの洞察、Hilker	R. らの全国デンマーク双生児登録に基づく統合失調症の遺
伝率と統合失調症スペクトラム、Song	J. らの統合失調症および双極性障害の多遺伝子リスクスコ
アと双生児の一致である。それぞれの結果を要約して考察した。
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Ｐ-5　ICU 入室患者におけるアイケアの文献レビュー＊

○三沢　萌伽1）、永谷　幸子2）、藤井　徹也3）

１）静岡県立大学看護学部
２）浜松医科大学医学部看護学科　
３）豊橋創造大学保健医療学部看護学科

　ICU 入室患者は眼疾患がなくとも、眼表面の乾燥や角膜炎、潰瘍などの二次的障害を発症するこ
とがあり、アイケアの重要性は高い。そこで、医学中央雑誌Web版およびPubMedにてkey	word「ア
イケア」、「eye	care」で原著論文を検索し、重複を除いた15件をレビューした。アイケアのプロ
トコルやマニュアルの検証、ポリエチレンカバーやドレッシング材、テーピングによる眼の保護
方法が検討されていた。アイケアの有効性は主に顕微鏡検査や涙液検査で評価されており、自覚
症状や長期的な予後については検討されていなかった。また、閉瞼不全後にアイケアが開始され
ることが多く、瞬目運動や涙液の質、飛沫曝露対策に着目していなかった。今後は閉瞼不全に至
る前からの早期介入やマイボーム腺開口部周囲の清潔保持、定期的な瞬目運動の促し、飛沫の曝
露対策に着眼したアイケアの確立が求められると考えられる。

Ｐ-6　頸部・肩部温罨法による肩こり症状の心理・生理的改善効果の検討

〇神谷　美香1）、青山　つばさ1）、水谷　裕子2）、山下　恵3）、小島　一輝1）、夏目　恵美子1）、
　岩瀬　敏4,5）

１）修文大学看護学部看護学科
２）朝日大学保健医療学部看護学科　
３）中部大学生命健康科学部保健看護学科　4）愛知医科大学医学部神経内科　5）江南厚生病院

【目的】頸部・肩部の温罨法が肩こり症状に及ぼす生理的・心理的効果を検証することを目的とした。
【方法】人工気候室（26℃・湿度40％）にて成人女性21名（44±4.8歳）を対象に、頸部・肩部を
30分間加温し、生理・心理指標を測定した。
【結果】POMS2短縮版を用いて介入前後の気分状態を測定した。T得点による分析の結果、介入後
には「緊張 –不安」「抑うつ –落ち込み」「怒り –敵意」「疲労 –無気力」「混乱 –当惑」が低下した。
肩部・頸部の筋硬度は温罨法後に低下した。温罨法施行後、鼓膜温に上昇傾向が認められた。肩
部および背部筋群（主に僧帽筋および脊柱起立筋）の皮膚温・皮膚血流および筋血流は増加した。
一方で、前腕部の皮膚温と皮膚血流はやや減少を示した。
【結論】頸部・肩部の温罨法は、気分の安定化、筋緊張の緩和、および局所循環の促進を通じてリ
ラクゼーション効果をもたらし、肩こり症状の軽減に寄与する可能性が示唆された。

－ 33 －



36	 第23回学術集会・総会プログラム・抄録集	 形態・機能　第24巻第1号

Ｐ-7　入浴における脳血流量と心機能（収縮能・拡張能）の解析

〇清水　結菜1）、上元　美咲1）、城間　朝陽1）、中島　人輔1）、永見　天媛1）、矢野　英樹2）、
　三木　章代3）、奥田　泰子4）、山口　豪5）

１）四国大学看護学部４年生
２）新見公立大学健康科学部看護学科基礎看護学領域
３）四国大学助産学分野
４）広島文化学園大学大学院看護学研究科
５）四国大学看護学部解剖生理学研究室

【背景】入浴事故の根幹には熱中症があり、随伴症状として意識障害と疲労があることが Suzuki
らによって報告されている。【目的】本研究は脳血流量が心機能とどの程度関わっているのかを
明らかにする。【方法】被験者は健常成人男性６∼14名（21～22歳）を対象とした。入浴前～出
浴10分後の間の近赤外線分光法を用いた脳血流量の測定、および心エコーによる収縮能（EF）お
よび拡張能（TMF）測定を行い、相関分析を行った。EF 計測はmodified	Simpson 法を用いた。
TMFはパルスドプラ法を用いて E波の血流速度を測定した。【結果・考察】入浴前に比べ入浴中は
脳血流量が有意に増加した。さらに出浴直後も増加していた。出浴直後の EF と E波の血流速度は
入浴前と比較して有意に増加していた。相関分析の結果、相関係数は0.77、決定係数が0.59であり、
脳血流と EF の間には有意な相関関係にあることがわかった。

Ｐ-8　乳酸菌 FHC3株の脂質代謝調節作用と睡眠改善効果の検証

〇大島　千佳1）、日竎　隆雄2）、村上　茂1）、笠井　恭子1）	、古澤　之裕3）、東　知宏1）、
　小沢　美里2）、宮下　妃海2）

１）福井県立大学大学院健康生活科学研究科　
２）福井県立大学生物資源学部生物資源学科
３）富山県立大学工学部医薬品工学科

　近年、高脂肪食が睡眠障害と相互に関連することが報告されている。本研究では、乳酸菌 FHC3
株の脂質代謝調節作用および、FHC3株をスターターとして作製したチーズの睡眠および腸内環境
への影響を検討した。高脂肪食摂取マウスの脂質代謝に関する生化学的解析では、FHC3株を投与
したマウスで体脂肪の量や血中中性脂肪濃度が有意に低下し、肝臓中の Ampk、Acc1、Cpt1αの
発現が有意に増加した。睡眠および腸内環境への影響については、健常な壮年期女性22名を対象に、
２週間の FHC3チーズ摂取介入を実施し、OSA 睡眠調査票とアクチグラフィによる睡眠評価、お
よび腸内細菌叢解析を行った。その結果、OSA 睡眠調査票において起床時の眠気軽減および疲労
回復の指標が有意に改善し、アクチグラフィ検査では入眠潜時の延長が観察され、入眠時の適度
な覚醒状態の回復が示唆された。以上の結果より、FHC3株は AMPK/CPT1シグナル伝達経路を介
した脂質代謝調節作用を有し、睡眠の質改善にも寄与する可能性が示唆された。発表当日は、腸
内細菌叢解析の詳細についても報告する予定である。
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Ｐ-7　入浴における脳血流量と心機能（収縮能・拡張能）の解析

〇清水　結菜1）、上元　美咲1）、城間　朝陽1）、中島　人輔1）、永見　天媛1）、矢野　英樹2）、
　三木　章代3）、奥田　泰子4）、山口　豪5）

１）四国大学看護学部４年生
２）新見公立大学健康科学部看護学科基礎看護学領域
３）四国大学助産学分野
４）広島文化学園大学大学院看護学研究科
５）四国大学看護学部解剖生理学研究室

【背景】入浴事故の根幹には熱中症があり、随伴症状として意識障害と疲労があることが Suzuki
らによって報告されている。【目的】本研究は脳血流量が心機能とどの程度関わっているのかを
明らかにする。【方法】被験者は健常成人男性６∼14名（21～22歳）を対象とした。入浴前～出
浴10分後の間の近赤外線分光法を用いた脳血流量の測定、および心エコーによる収縮能（EF）お
よび拡張能（TMF）測定を行い、相関分析を行った。EF 計測はmodified	Simpson 法を用いた。
TMFはパルスドプラ法を用いて E波の血流速度を測定した。【結果・考察】入浴前に比べ入浴中は
脳血流量が有意に増加した。さらに出浴直後も増加していた。出浴直後の EF と E波の血流速度は
入浴前と比較して有意に増加していた。相関分析の結果、相関係数は0.77、決定係数が0.59であり、
脳血流と EF の間には有意な相関関係にあることがわかった。

Ｐ-8　乳酸菌 FHC3株の脂質代謝調節作用と睡眠改善効果の検証

〇大島　千佳1）、日竎　隆雄2）、村上　茂1）、笠井　恭子1）	、古澤　之裕3）、東　知宏1）、
　小沢　美里2）、宮下　妃海2）

１）福井県立大学大学院健康生活科学研究科　
２）福井県立大学生物資源学部生物資源学科
３）富山県立大学工学部医薬品工学科

　近年、高脂肪食が睡眠障害と相互に関連することが報告されている。本研究では、乳酸菌 FHC3
株の脂質代謝調節作用および、FHC3株をスターターとして作製したチーズの睡眠および腸内環境
への影響を検討した。高脂肪食摂取マウスの脂質代謝に関する生化学的解析では、FHC3株を投与
したマウスで体脂肪の量や血中中性脂肪濃度が有意に低下し、肝臓中の Ampk、Acc1、Cpt1αの
発現が有意に増加した。睡眠および腸内環境への影響については、健常な壮年期女性22名を対象に、
２週間の FHC3チーズ摂取介入を実施し、OSA 睡眠調査票とアクチグラフィによる睡眠評価、お
よび腸内細菌叢解析を行った。その結果、OSA 睡眠調査票において起床時の眠気軽減および疲労
回復の指標が有意に改善し、アクチグラフィ検査では入眠潜時の延長が観察され、入眠時の適度
な覚醒状態の回復が示唆された。以上の結果より、FHC3株は AMPK/CPT1シグナル伝達経路を介
した脂質代謝調節作用を有し、睡眠の質改善にも寄与する可能性が示唆された。発表当日は、腸
内細菌叢解析の詳細についても報告する予定である。
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Ｐ-9　心虚血時の腸内細菌叢の変化が心臓および腸管の構造・機能におよぼす影響

〇山口　豪1）、永見　天媛2）、清水　結菜2）、中島　人輔2）、上元　美咲2）、城間　朝陽2）、
　向井　隆一郎1,3）、長尾　多美子4）、村上　亜弥子5）

１）四国大学看護学部解剖生理学研究室
２）四国大学看護学部４年生
３）近畿大学病院
４）四国大学短期大学部人間健康科介護福祉専攻
５）四国大学生活科学部健康栄養学科

【背景】近年腸内細菌と循環器疾患との関係が注目され、研究が進みつつある。【目的】心虚血時
に腸内細菌の変化が心臓および腸管の構造や機能にどのような変化をもたらすのかを明らかにす
る。【方法】抗菌薬を用いて腸内細菌を減少させ、イソプロテレノール（Iso）を用いて心虚血にす
る前後の心電図、腸内細菌（グラム染色・16SrRNA解析）、心臓および腸管（組織染色・SEM）を解
析する。【結果】抗菌薬を投与すると明らかに腸内細菌は減少した。16SrRNA解析では抗菌薬投与下
で Isoを投与すると属レベルではBacteroides 属や Lactobacillus 属の菌等が減少し、Achromobacter
属の菌等が増加した。心電図では心虚血による不整脈の出現を抗菌薬によって量的にも質的にも
減少させた。【考察】変化した腸内細菌の種類によって生み出される代謝産物は虚血に対して心筋
保護的に働くことが示唆される。

Ｐ -10　マウスの皮膚切開創における上皮化後の張力の影響―ギャップ結合の動態に着目して―

○針生　莉緒1）、宇野　智咲2）、石田　陽子2）、松田　友美2）

１）日本医科大学千葉北総病院
２）山形大学大学院医学系研究科看護学専攻

　筋線維芽細胞の過度な収縮や残存は上皮化後の創部の張力に影響し、肥厚性瘢痕やケロイドの
発生に関与する。本研究では、上皮化完了後の創部に加わる張力の加減がギャップ結合の動態に
与える影響を組織形態学的に明らかにすることを目的に実験的検討を行った。７週齢雄性 ICR マ
ウスの背部皮膚に作製した切開創の上皮化完了後、対照群にはガーゼを当て介入群にはハイドロ
コロイドドレッシング材を貼付した。創作製３、７、14、28日目に組織標本を作製後、ギャップ
結合の指標となる抗 Cx43抗体による免疫組織化学染色を施した。介入群は対照群と比較して、創
の形状は元の長さが保たれ、ギャップ結合が早期に退縮する傾向にあった。上皮化後の創部に加
わる張力を緩和することは、筋線維芽細胞同士のギャップ結合を早期に解消させ、細胞の円滑な
退縮に有用なケアである可能性が示唆された。
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Ｐ-11　ヒト胎盤幹細胞に対する加熱式タバコ煙抽出液の影響

〇水谷　哲也1）、森近　梨里子1）、堀之内　孝広2）

１）福井県立大学看護福祉学部
２）国際医療福祉大学成田薬学部

　胎盤形成過程において、絨毛細胞は未分化性を維持したまま増殖し、その後ステロイドホルモ
ン産生を行う細胞や子宮へと浸潤する細胞へそれぞれ適切に分化し機能する。本研究では加熱式
タバコの喫煙が胎盤機能へ影響を与えるかを明らかにするため、生体内と同様に分化能を有する
ヒト胎盤幹細胞（TS 細胞）を用いて検討した。加熱式タバコおよび紙巻きタバコ主流煙の抽出液
を TS 細胞へ添加し遺伝子発現への影響を検討したところ、これらの抽出液によって未分化マー
カーである TOP ２Aの発現が抑制され、分化時に誘導されるステロイドホルモン代謝酵素などの
発現が誘導された。また、これらの抽出液が TS 細胞の未分化性の維持に重要なHippo 経路に影響
を与えることが示された。
　以上の結果から、紙巻きタバコだけでなく加熱式タバコの喫煙によっても、絨毛細胞の未分化
性の維持に影響を与えることが示唆された。

Ｐ-12　乳がん術後リンパ浮腫における細胞外水分比（％ ECW）とMRI 所見の関連性

〇丹羽　史織1）、間脇　彩奈1）、久野　史椰1）、中西　啓介1）、福山　篤司2）、今井　國治3）、
　藤本　悦子1）、大島　千佳4）

１）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護科学
２）日本医療大学保健医療学部診療放射線学科
３）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻バイオメディカルイメージング情報科学
４）福井県立大学大学院健康生活科学研究科

【背景】乳がん術後リンパ浮腫（BCRL）において、インピーダンス法は非侵襲的に水分量を測定
でき、細胞外水分比（%ECW）は評価に有用とされる。MRI は組織内の水分貯留を可視化できる
が、両者の関連性は十分に検討されていない。本研究の目的は、片側性BCRL患者における患肢の％
ECWとMRI 所見の関連性を明らかにすることである。
【方法】片側性BCRLと診断された女性27名を対象に、両上肢のMRIを撮像し水分貯留を評価した。
また、インピーダンス法で%ECWを測定した。
【結果】％ ECWが高い患者ではMRI でも水分貯留が確認された。一方、％ ECWが低い患者でも
水分貯留が認められる場合があった。
【考察】本研究結果より、%ECWのみではリンパ浮腫の評価が十分でない場合があり、臨床現場で
はインピーダンス法の結果を慎重に解釈し、視診や触診、その他の評価方法と組み合わせて総合
的に判断することが重要である。
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Ｐ-11　ヒト胎盤幹細胞に対する加熱式タバコ煙抽出液の影響

〇水谷　哲也1）、森近　梨里子1）、堀之内　孝広2）

１）福井県立大学看護福祉学部
２）国際医療福祉大学成田薬学部

　胎盤形成過程において、絨毛細胞は未分化性を維持したまま増殖し、その後ステロイドホルモ
ン産生を行う細胞や子宮へと浸潤する細胞へそれぞれ適切に分化し機能する。本研究では加熱式
タバコの喫煙が胎盤機能へ影響を与えるかを明らかにするため、生体内と同様に分化能を有する
ヒト胎盤幹細胞（TS 細胞）を用いて検討した。加熱式タバコおよび紙巻きタバコ主流煙の抽出液
を TS 細胞へ添加し遺伝子発現への影響を検討したところ、これらの抽出液によって未分化マー
カーである TOP ２Aの発現が抑制され、分化時に誘導されるステロイドホルモン代謝酵素などの
発現が誘導された。また、これらの抽出液が TS 細胞の未分化性の維持に重要なHippo 経路に影響
を与えることが示された。
　以上の結果から、紙巻きタバコだけでなく加熱式タバコの喫煙によっても、絨毛細胞の未分化
性の維持に影響を与えることが示唆された。

Ｐ-12　乳がん術後リンパ浮腫における細胞外水分比（％ ECW）とMRI 所見の関連性

〇丹羽　史織1）、間脇　彩奈1）、久野　史椰1）、中西　啓介1）、福山　篤司2）、今井　國治3）、
　藤本　悦子1）、大島　千佳4）

１）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護科学
２）日本医療大学保健医療学部診療放射線学科
３）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻バイオメディカルイメージング情報科学
４）福井県立大学大学院健康生活科学研究科

【背景】乳がん術後リンパ浮腫（BCRL）において、インピーダンス法は非侵襲的に水分量を測定
でき、細胞外水分比（%ECW）は評価に有用とされる。MRI は組織内の水分貯留を可視化できる
が、両者の関連性は十分に検討されていない。本研究の目的は、片側性BCRL患者における患肢の％
ECWとMRI 所見の関連性を明らかにすることである。
【方法】片側性BCRLと診断された女性27名を対象に、両上肢のMRIを撮像し水分貯留を評価した。
また、インピーダンス法で%ECWを測定した。
【結果】％ ECWが高い患者ではMRI でも水分貯留が確認された。一方、％ ECWが低い患者でも
水分貯留が認められる場合があった。
【考察】本研究結果より、%ECWのみではリンパ浮腫の評価が十分でない場合があり、臨床現場で
はインピーダンス法の結果を慎重に解釈し、視診や触診、その他の評価方法と組み合わせて総合
的に判断することが重要である。
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Ｐ-13　リンパ管新生因子とその受容体の発現量はヒラメ筋と足底筋で異なる

〇田村　悠磨1）、川島　隆史2）、児玉　歩生3）、紀　瑞成1,3）、伊東　佑太4）、縣　信秀5）、
　河上　敬介1,3）

１）大分大学大学院医学系研究科理学療法研究領域
２）医療法人社団唱和会	明野中央病院リハビリテーション部
３）大分大学大学院福祉健康科学研究科健康医科学コース
４）名古屋学院大学リハビリテーション学部理学療法学科
５）常葉大学保健医療学部理学療法学科

　リンパ管は毛細血管より漏出した組織液等を回収し、組織の恒常性を維持する役割がある。骨
格筋内にもリンパ管は存在し、速筋線維が豊富な足底筋よりも、遅筋線維が豊富なヒラメ筋で多
く存在することを我々は報告してきた（日本解剖学会 ,	2024）。一般にリンパ管新生にはリンパ管
新生因子（VEGF-C/D）とその受容体（VEGFR-3）が関与する。しかし、ヒラメ筋と足底筋でこれ
らの発現量が異なるかは不明である。そこで、20週齢の C57BL/6J 雄性マウスのヒラメ筋と足底
筋を用いて PCR を行い、VEGF-C/D と VEGFR-3の mRNA 発現量を測定した。その結果、いずれの
mRNA発現量も足底筋に比べヒラメ筋で有意に高値を示した。ヒラメ筋は酸化系代謝優位であり、
毛細血管が豊富に存在する。そのため、漏出する組織液量も増え、それを回収するリンパ管も多
く存在する可能性がある。つまり、ヒラメ筋は足底筋よりもリンパ管の需要が高く、VEGF-C/D、
VEGFR-3の発現量が高値を示したと考える。

Ｐ-14　健常女性の生理的下肢浮腫による皮膚表面構造の変化

〇天野　水月1）、山川　晃史2）、三神　樹香3）、間脇　彩奈4）、中西　啓介4）、川西　康友5）、
　久野　史椰4）、丹羽　史織4）、大島　千佳6）

１）静岡赤十字病院
２）元名古屋大学医学部保健学科看護学専攻
３）名古屋大学医学部附属病院看護部
４）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護科学
５）国立研究開発法人理化学研究所情報統合本部
６）福井県立大学大学院健康生活科学研究科

　リンパ浮腫の評価は侵襲的かつ煩雑であり、簡便な評価方法が求められている。本研究では皮
膚表面構造の変化に着目し、健常女性における生理的下肢浮腫発生前後の皮膚画像の変化を検討
した。健常成人女性16名を対象に、両下肢の脛骨部・外踝部・足背部の皮膚画像をマイクロスコー
プで撮影し、圧痕テスト（深沢法）で浮腫の程度を評価した。各撮影と評価は座位で行い、約５
時間の間隔を空けそれぞれ浮腫発生前および浮腫発生後として評価した。皮膚画像は画像処理に
より皮丘割合を算出し、部位別比較および、浮腫発生前後の比較を行った。皮丘割合は足背が他
の部位より小さく、部位によって異なることが示唆された。また、右脛骨部で浮腫発生の程度が
大きく、この部位での皮丘割合の有意な増加が認められ、浮腫発生程度が大きい程、皮膚画像の
変化が現れやすいと考えられた。本研究は、皮膚画像が浮腫評価の客観的指標となりうる可能性
を示唆した。
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Ｐ-15　生理的浮腫に特異的な皮膚ガス成分の探索：ガスクロマトグラフ質量分析法を用いて

〇山川　晃史1）、三神　樹香2）、天野　水月3）、間脇　彩奈4）、久野　史椰4）、丹羽　史織4）、
　大島　千佳5）、中西　啓介4）

１）元名古屋大学医学部保健学科看護学専攻
２）名古屋大学医学部附属病院看護部
３）静岡赤十字病院
４）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護科学
５）福井県立大学大学院健康生活科学研究科

　顕著な臨床像が出現する前段階で、リンパ浮腫を非侵襲に検出するあらたな評価方法の開発が
求められている。本研究ではその萌芽として、ヒト体表面から放散される微量生体ガス（皮膚ガス）
に着目し、浮腫の圧痕度ならびに体組成との関係を検討した。健常成人女性９名に対し、約５時
間の生活活動前後で圧痕テスト（深沢法）と細胞外水分量（インピーダンス法）を測定し、その
変化量から下肢の生理的浮腫を評価した。また、下肢から採取した皮膚ガスをガスクロマトグラ
フィーで解析した。さらに、クロマトグラフの波形変化から生活活動前後の皮膚ガス成分の濃度
差を定性的に評価し、続くシミラリティー検索によって物質の推定を試みた。その結果、バイオマー
カーとなりうる特徴量としていくつかの炭化水素とその誘導体が見出された。本研究結果は、皮
膚ガスが有するリンパ浮腫の早期評価における客観的指標としての可能性を示唆した。

Ｐ-16　機能的検査による現代日本人の長掌筋欠如率

〇浅見　知市郎
群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科

　長掌筋は、母指と小指の対立によって腱が手根掌側に浮き上がるが（機能的検査）、人種や地
域によって異なる頻度で欠如することが知られている。しかし欠如していても機能的に問題ない
ため、他の腱の移植に用いられることもある。長掌筋の欠如率に関してメタアナリシスを行った
Przemysław ら（2017）によれば、研究協力者による機能的検査では、遺体による調査に比べて
欠如率が高いことから、欠如率が過大評価される可能性があると述べている。しかしながら、遺
体では十分な調査数を得ることが難しい。日本人における長掌筋の欠如率については、髙藤ら
（1985）が報告して以来、大規模な調査の報告はない。髙藤らは研究協力者が手を握り橈骨手根
関節を掌側に30度屈曲させる機能的検査で欠如の有無を調査している。今回、568人の日本人研
究協力者に対し、髙藤らの方法に加えて母指と小指の対立、触診を併用し調査したところ、両側、
片側合わせて長掌筋欠如のある者は48名、8.45％だった。

－ 38 －



40	 第23回学術集会・総会プログラム・抄録集	 形態・機能　第24巻第1号

Ｐ-15　生理的浮腫に特異的な皮膚ガス成分の探索：ガスクロマトグラフ質量分析法を用いて

〇山川　晃史1）、三神　樹香2）、天野　水月3）、間脇　彩奈4）、久野　史椰4）、丹羽　史織4）、
　大島　千佳5）、中西　啓介4）

１）元名古屋大学医学部保健学科看護学専攻
２）名古屋大学医学部附属病院看護部
３）静岡赤十字病院
４）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護科学
５）福井県立大学大学院健康生活科学研究科

　顕著な臨床像が出現する前段階で、リンパ浮腫を非侵襲に検出するあらたな評価方法の開発が
求められている。本研究ではその萌芽として、ヒト体表面から放散される微量生体ガス（皮膚ガス）
に着目し、浮腫の圧痕度ならびに体組成との関係を検討した。健常成人女性９名に対し、約５時
間の生活活動前後で圧痕テスト（深沢法）と細胞外水分量（インピーダンス法）を測定し、その
変化量から下肢の生理的浮腫を評価した。また、下肢から採取した皮膚ガスをガスクロマトグラ
フィーで解析した。さらに、クロマトグラフの波形変化から生活活動前後の皮膚ガス成分の濃度
差を定性的に評価し、続くシミラリティー検索によって物質の推定を試みた。その結果、バイオマー
カーとなりうる特徴量としていくつかの炭化水素とその誘導体が見出された。本研究結果は、皮
膚ガスが有するリンパ浮腫の早期評価における客観的指標としての可能性を示唆した。

Ｐ-16　機能的検査による現代日本人の長掌筋欠如率

〇浅見　知市郎
群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科

　長掌筋は、母指と小指の対立によって腱が手根掌側に浮き上がるが（機能的検査）、人種や地
域によって異なる頻度で欠如することが知られている。しかし欠如していても機能的に問題ない
ため、他の腱の移植に用いられることもある。長掌筋の欠如率に関してメタアナリシスを行った
Przemysław ら（2017）によれば、研究協力者による機能的検査では、遺体による調査に比べて
欠如率が高いことから、欠如率が過大評価される可能性があると述べている。しかしながら、遺
体では十分な調査数を得ることが難しい。日本人における長掌筋の欠如率については、髙藤ら
（1985）が報告して以来、大規模な調査の報告はない。髙藤らは研究協力者が手を握り橈骨手根
関節を掌側に30度屈曲させる機能的検査で欠如の有無を調査している。今回、568人の日本人研
究協力者に対し、髙藤らの方法に加えて母指と小指の対立、触診を併用し調査したところ、両側、
片側合わせて長掌筋欠如のある者は48名、8.45％だった。
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Ｐ-17　コ・メディカル学生教育における献体システムの理解と倫理観の涵養

〇森谷　正之
森ノ宮医療大学総合リハビリテーション学部

　演者は第19回コ・メディカル形態機能学会学術集会において、コ・メディカル学生の「ご献体」
の認知度が３割程度と、コ・メディカル学生であっても「ご献体」について知らない学生が多い
ことを報告した。一方、医療の高度化や患者の価値観の多様化の中で、コ・メディカル学生教育
における医療従事者としての「倫理観」の涵養の重要性は高まりつつある。数多くの学生を対象
として医療における「倫理観」を身に付けてもらうことは、単に座学での知識の伝達で達成する
ことは困難である。その中で、ご遺体を使わせて頂いての「解剖見学実習」を通じて「ご献体」
のシステムを伝え実際にご遺体に触れる機会を作ることは、学生の心理的な変革をもたらす機会
になりうる。今回は森ノ宮医療大学３学部７学科の３年生を対象に「解剖見学実習」の事前説明
会で実施したアンケート結果を踏まえて、「ご献体」のシステムの理解を通じた「倫理観」の涵養
の可能性について報告する。

Ｐ-18　高校生を対象とした比較解剖学セミナー開催の試み

〇時田　幸之輔、姉帯　沙織、小島　龍平
埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科

　2024年度に１回３日間の日程で各年度４回ずつ「比較解剖学セミナー」を開催した。ヒトと同
じ脊椎動物哺乳類であるブタ胎仔標本を用いて、ヒトをはじめとする脊椎動物の体のつくり（基
本形態）について観察をとおして学ぶことを目的として開催した。ブタ胎仔標本はアメリカ合衆
国で理科（生物学）教材として使用されている標本を用いた。
　本セミナーは、解剖学を学びたい全ての人を対象に、広く社会教育・生涯学習への貢献を図る
ことも目的とした。
　体のつくりを科学するセミナーを目指しており、第1,2日目の終了１時間前ほどから、その日の
観察結果の記録を行った。セミナー最終日には観察・記録所見の発表と討論を行った。多数の高
校生にも参加いただいたが、大学生に負けない観察・記録・発表であった。
　セミナー開催の詳細と、観察所見､ 今年度開催のセミナーの様子などを紹介し、批判を受け、
更なるセミナーの改良につなげたい。
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Ｐ-19　舌骨下筋群の分類の提案

〇夏山　裕太郎、河田　晋一、矢倉　富子、宮宗　秀伸、李　忠蓮、伊藤　正裕
東京医科大学人体構造学分野

　舌骨下筋群は変異が多いが、それらを包括した分類は存在しない。よって、本研究では発生過
程に基づいた新たな舌骨下筋群の分類を提案し、それに基づいて29の先行研究と11の解剖実習体
のデータを集計し発生率を報告する。新たな分類は舌骨下筋群を表層（S）と深層（D）の２つ、
上部と下部の２つ、内側・中間・外側の３つ、計12の領域に分けた。浅層の外側上部を S1、外側
下部を S2、中間上部を S3というように領域に名称をつけた。発生率は、S1（肩甲舌骨筋上腹）が
98.5%、S2（肩甲舌骨筋下腹）が98.9％、S3（鎖骨舌骨筋の上部）が	7.9％、S4（鎖骨舌骨筋の下部）
が4.6％、S5と S6（胸骨舌骨筋）が98.9％、D1（甲状舌骨筋より外側の変異）が0.7％、D2（胸
骨甲状筋より外側の筋）が1.1％、D3（甲状舌骨筋）が99.5％、D4（胸骨甲状筋）が99.3％、D5
（甲状舌骨筋より内側の変異）3.1％、D6（胸骨甲状筋より内側の変異）が1.3％であった。本分類
は舌骨下筋群を包括した有用な分類だと考えられる。

Ｐ-20　魚類咽頭顎骨内の破骨細胞と近接する末梢神経の中枢投射について

〇井村　幸介、船越　健悟
横浜市立大学医学部神経解剖学

　シクリッド魚類の下咽頭顎（iPJ）では植物食性個体に比べ、貝類食性個体では発達した臼状歯
と強固な骨梁がみられるなど、同種個体間の食性変化に伴うリモデリングが生じる。これは、神
経系が餌の硬さに応じた機械的負荷を感知して、リモデリングに影響を与える可能性を示す。シ
クリッド（tilapia）の iPJ において、末梢神経と破骨細胞（OC）を二重染色した結果、神経終末
とOCの近接像を観察した。他に神経束に近接するOCも観察した。神経終末とOCの近接は哺乳
類では知られているが、神経束とOCが近接することはこれまで報告がなかった。また、魚類神経
系が骨リモデリングに重要な役割を担うが、中枢回路の詳細は不明であった。今回、演者は iPJ 内
の神経が、延髄の味覚情報を処理する迷走葉へ投射することを明らかにした。末梢でのOCの近接、
中枢投射の二つの結果から、骨リモデリングの神経性制御の可能性について議論する。
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